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わき上がる風てロマンの町づくり

新成人

おめでとう

1月15日（成人の日）には、第43回成人式を公民館で、新成人29名を迎えて開催しま

した。

午前 9時からの式典では、成人証書の授与、町長式辞、記念品贈呈、来賓の祝辞があ

り、最後に新成人を代表して中居谷の藤原由行君が、 「この豊かな自然と恵まれた風土の

中に、生きがいのある生活の実現と夢のある郷土づくりをめざします。」と答辞を述べま

した。

その後、肱川中学校長、佐川敬先生による「出会いに生きる」と題し た記念講演や、

青年団による餅つきなども行われ、新成人を祝い激ましました。

（公民館報の頁に、記念講演の要旨を掲載）
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今月号の主な内容

＝町報＝

衡平成 3 年消防出初式………•…••3 
蔓西田司国土庁長官来町………… 4
Ill肱）ii町長寿番付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
奎社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 7 
衡お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

＝農林だより＝

衡第40回森林組合通常総会……… 8

蔓林業時事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 9 
卍今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •11

＝公民館報＝

卍第43回成人式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

奎熱き風心を開く人権集会……14

蔓海原小浜さんを迎えて•………••17

窃

町民のうごき

人口 3,593人 (+3)

男 1,748人（土 0)
森5

女 1,845人(+3) 

世帯数 1, 01 0幕 (+2)

（平成3年1月31日現在）
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ハウスの中での伏せこみ作業風景

四 (2)

大
谷
葉
タ
バ
コ
生
産
共
同
組
合

口
＠
3
国
タ
ゥ
＠
易
国
国

昨
年
か
ら
大
谷
葉
タ
バ

コ
生
産
共

同
組
合
の
農
家
二
十
戸
で
は
、
久
保

部
落
の
ほ
場
で
タ
ラ
の
芽
を
栽
培
し

松
山
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

初
出
荷
は
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、

以
後
週
に
三
回
出
荷
し
て
い
ま
す
。

一
回
の
出
荷
量
は
六
十
グ
ラ
ム
入
り

パ
ッ
ク
を
二
百
四
十
個
ほ
ど
で
す
。

一
月
か
ら
三
月
ま
で
に
、
約
一
万
パ
ッ

ク
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
売

り
上
げ
目
標
は
百
五
十
万
円
で
す
。

取
材
に
訪
ね
た
一
月
＝
―
十
一
日
に

は
、
三
回
目
の
伏
せ
こ
み
作
業
が
、

約
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ウ
ス
の
中

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
だ
。
こ
の
作
業

は
ハ
ッ
ポ
ウ
ス
チ
ロ

ー
ル
の
箱
の
中

，
に
、
短
く
切
っ
た
タ
ラ
の
木
を
一
箱

に
約
二
百
五
十
本
さ
し
込
ん
で
い
く

作
業
で
す
。

タ
ラ
の
芽
は
フ
ラ
イ
や
ぬ
た
に
し

て
食
べ
る
と
大
変
お
い
し
く
、
ま
た
、

つ
け
も
の
に
し
て
も
お
い
し
い
と
の

こ
と
で
一
部
は
つ
け
も
の
に
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
寺
中
勇
さ
ん
は
、
タ
ラ

の
芽
栽
培
を
通
じ
市
場
の
開
拓
や
研

究
、
そ
し
て
、
組
合
員
の
輪
を
拡
げ
、

新
規
作
物
等
の
開
発
を
進
め
る
足
が

か
り
に
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

の 鹿 り 方
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都
会
と
の
交
流
の
場
に

予
子
林
の
民
家
を
活
用
（
体
験
交
流
館
）

町
は
昨
年
度
藤
の
原
の
民
家
と
土
浴
室
、
作
業
場
等
が
あ
る
床
面
積
三

地
を
井
関
さ
ん
よ
り
購
入
し
、
今
年
百
七
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で

度
に
入
り
交
流
施
設
と
し
て
活
用
す
す
。
今
年
度
は
屋
根
と
内
装
工
事
を

べ
く
、

約
一
千
二
百
万
円
を
投
じ
て
主
に
施
工
し
ま
し
た
。

家
の
改
築
工
事
を
進
め
て
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
農
作
業
体
験
に
松
山
市

こ
の
た
び
工
事
が
終
わ
り
「
体
験
交
か
ら
約
四
十
人
が
三
回
に
わ
た
り
、

流
館
」
と
名
称
も
決
ま
り
、
本
格
的
こ
の
施
設
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

に
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
の
改
菩
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
木
造
二
階
建
で
、
中
平
成
三
年
度
に
は
農
地
（
田
二
十

央
に
は
大
黒
柱
が
あ
り
昔
の
建
築
様
六
ア
ー
ル
・
畑
二
十
五
ア
ー
ル
）
と

式
を
伝
え
る
も
の
で
、
和
室
が
七
室
、
今
回
改
築
し
た
建
物
を
利
用
し
て
、

洋
間
一
室
、
台
所
、
洗
面
、
便
所
、
山
菜
取
り
・

田
植
え
・
稲
刈
り
•
そ

改築された体験交流館

よ
り
一
家
四
人
で
上
鹿
野
川
に
転
入

さ
れ
ま
し
た
。
ク

八
洲
さ
ん
は
い
ま
ま
で
も
農
業
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
坂
根
さ
ん

の
著
書
「
脱
サ
ラ
百
姓
の
た
め
の
過

疎
地
入
門
」
で
こ
の
塾
の
こ
と
を
知

り
、
肱
川
の
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し

い
こ
と
を
知
り
、
当
地
で
生
活
し
て

み
た
く
、
肱
川
町

へ
来
た
と
云
わ
れ

ま
す
。

急
傾
斜
地
帯
で
の
農
業
に
つ
い
て
、

八
洲
さ
ん
は
一
切
不
安
は
な
い
と
云
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

ば
う
ち
等
の
ツ
ア
ー
、
夏
休
み
ヮ
ソ

パ
ク
ス
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
各
種
の
研

修
の
場
•
特
別
町
民
の
皆
さ
ん
の

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
と
し
て
活
用
す
る

事
と
し
て
い
ま
す
。

..n 

以
前
に
も
「
感
覚
」
に
つ
い

麟
｀
〗
言
口
る
｀

と
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
し
て
も
感
覚

こ
中
＂

w

田
~

しぁ
~
の
違
い
は
過
程
や
結
果
を
変
え
て
し

~
ま
う
。
モ
ノ
の
見
方
も
悲
観
的
か
楽

山なか
~
観
的
か

、
協
力
的
か
批
判
的
か
、
肯

”
定
的
か
否
定
的
か
。
心
の
底
の
微
妙

静
＂

~
な
心
理
が
影
響
し
て
メ
ガ
ネ
の
色
に

~
は
じ
め
か
ら
違
い
が
で
て
く
る
。
無

~
心
に
透
明
に
見
る
べ
き
だ
が
潜
在
意

~
識
で
自
分
で
自
分
を
曲
げ
る
こ
と
に

~
な
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
発
想
だ
け

~
の
見
方
で
は
手
を
上
げ
ざ
る
を
得
な

~
い
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

~
サ
ク
ラ
ソ
ボ
研
修
に
行
っ
た
冨
永

~
政
男
君
は
「
富
士
山
も
下
か
ら
ば
か

~
り
眺
め
て
い
て
も
新
し
い
も
の
は
生

~
ま
れ
な
い
。

自
分
で
歩
い
て
頂
上

へ

~
登
っ
た
と
き
違
っ
た
発
見
を
す
る
か

~
も
。
」
と
書
い
て
い
る
。
セ
ソ
ス
を
み

~
が
か
ね
ば
と
思
う
が
、
そ
れ
に
し
て

~
も
根
本
は
や
り
と
げ
よ
う
と
す
る
意

~
志
だ
。
チ
ャ
レ
ソ
ジ
ャー事
故
で
死

~
亡
し
た
オ
ニ
ズ
カ
日
系
宇
宙
飛
行
士

~
は
「
ア
メ
リ
カ
人
は
二
語
を
も
っ
て

．
 

~
憩
括
す
る
。
ア
イ
キ
ャ
ソ
」
の
言
葉

~
を
残
し
て
い
る
。
意
志
と
自
信
で
。

・

気

あ

り

て
人
と
な
り

~
無
け
れ
ば

~
屍
た
る
の
み
本
居
宜
長

（
町
長
）

,
|
_
.
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恒
例
の
肱
川
町
消
防

出
初
式
が
二
月
十
一
日

（
月
）
午
前
九
時
よ
り
肱

川
中
学
校
で
来
賓
多
数

参
列
の
も
と
、
団
長
以

下
一
九

0
名
が
出
動
し

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
前
日
の
雨
で

運
動
場
は
最
良
の
コ
ソ

デ
ィ
シ
ョ
ソ
と
は
云
え

な
い
が
、
例
年
に
な
く

暖
か
い
中
、
部
隊
訓
練
・

は
し
ご
操
法
・
ポ
ソ
プ

璧

、

川

上

畜

の

ロ

ー

プ
の
結
索
操
法
等
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
活
動
に
お
け
る

功
績
と
永
年
勤
続
に
対

し
て
、
表
彰
状
が
三
十

六
人
の
団
員
に
授
与
さ

れ
、
愛
媛
県
知
事
を
は

じ
め
県
議
・
県
消
防
協

会
長
、
大
洲
喜
多
消
防

団
連
合
会
長
、
大
洲
警

察
署
長
、
町
議
会
議
長

な
ど
来
賓
か
ら
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
中
学
校

前
の
河
原
で
、
ポ
ソ
プ

十
一
台
に
よ
る
一
斉
放

水
を
行
い
出
初
式
を
し

め
く
く
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た

団
員
の
皆
さ
ん
は
次
の

方
々
で
す
。

ポンプ操法を披露する団員

◎
肱
川
町
長
表
彰

第
一
分
団
団
員
富
永
美
千
也

I

I

I

I

中

本

祐

市

冨

永

光

明

和

気

智

仁

水

池

敏

弥

沖

野

祐

也

山

崎

敬

一

土

居

裕

二

立

花

昌

一

永

田

喜

洋

井

脇

俊

久

井

上

裕

之

I

I

I

I

 

第
五
分
団
団
員

I

I

I

I

 

I

I

I

I

 

第
四
分
団
団
員

I

I

I

I

 

I

I

I

I

 

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

I

I

I

I

 

0

勤
続
章
(
+
年
以
上
）

第

二

分

団

班

長

寺

尾

秋

広

0

勤
続
章
（
十
五
年
以
上
）

第

一

分

団

班

長

和

気

輝

明

第

五

分

団

団

員

藤

原

勝

亜

記

I

I

I

I

 

第
五
分
団
団
員

I

I

I

I

 

I

I

I

I

 

第
四
分
団
団
員

I

I

I

I

 

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

0

功
績
章

第
三
分
団
分
団
長

上
田

武
徳

I

I

I

I

 

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

I

I

I

I

 

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
紹
介
）

0

天
皇
御
即
位
特
別
表
彰

団

長

山

内

副

団

長

山

下

壮
亮

道
教

森
田

冨
永

鳥
越

城
戸

竹
本

今
宮

前
田

沖
野

中
野

堀
江

清
水

清
水

昭良政員公明ニー由 昌 武
信治勝二生弘雄男幸寛治男

◎
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

0

勤
続
章

第
一
分
団
団
員

I

I

I

I

 

◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

0

功
労
章

第
五
分
団
分
団
長

第
二
分
団
分
団
長

池
田

寺
岡

義
喜

勝
信

第
三
分
団
班
長

第
四
分
団
班
長

I

I

I

I

 

第
一
分
団
班
長

水

沼

高

志

吉

田

博

和

上

田

英

二

曽

根

和

儀

自
衛
官
募
集

【
応
募
資
格
】
十
八
歳
以
上
、
二
十
七

歳
未
満

【
給
与
】
初
任
給
（
十
三
万
三
千

九
百
円
）
期
末
、
勤
勉
手
当
（
年
三
回
・
・

合
計
五
・
三
五
か
月
分
）
の
他
、
各
種
手

当
が
職
務
や
勤
務
条
件
等
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

【
衣
食
住
】
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の

他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支
給
ま

た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
】
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、

特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
（
二
年
・
陸
上
）
満
了
時
：
百
日

分
、
一
任
期
（
三
年
・
海
上
、
航
空
）
満
了

時
：
百
五
十
日
分
、
そ
の
他
の
任
期
（
ニ

年
）
毎
に
、
二
百
日
分
ー
七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
自

衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
6
2
4
|

4

1
2
3
)
ま
で

陸
•
海
・
空

＿
パ
ソ
コ
ン
通
信
＿

「
ひ
ば
リ
不
ッ
ト
」
の
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
・
喜
多
郡
・
東
宇
和
郡
の
関
情
報
セ
ソ
タ
ー
で
は
、
開
局
に
あ
た

係
機
関
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
グ
リ
ー
り
次
の
要
領
で
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

ソ
ト
ピ
ア
情
報
セ
ソ
タ

ー
を
開
局
し
、
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
募
集
し
て
い

し

た

。

ま

す

の

で

申

し

込

ん

で

下

さ

い

。

特
に
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
―
つ
で
会
費
は
無
料
で
す
。

あ
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
部
門
は
、
テ
レ
ビ
〇
申
込
方
法

や
ラ
ジ
オ
で
は
提
供
で
き
な
い
『
地
域
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
い
ず
れ
で
も
申
し
込

に
密
着
し
た
情
報
』
を
提
供
し
ま
す
。
め
ま
す
。
た
だ
し
ハ
ガ
キ
の
場
合
は

内
容
的
に
は
、
野
菜
、
果
樹
の
値
動
ぎ
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
希
望
」
と
明
記
し
、
住

の
情
報
を
提
供
す
る
市
況
情
報
や
気
象
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

情
報
、
農
業
情
報
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
情
報
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

な
ど
で
す
。

ま
た
、
農
業
に
必
要
な
優
良
事
例
情

報
や
農
業
資
源
情
報
も
提
供
し
て
い
く

予
定
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
情
報
は
、
お
手
持
ち

の
各
種
パ
ソ
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
機

能
付
き
ワ
ー
プ
ロ
で
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
パ
ソ
コ
ソ
や
ワ
ー
プ
ロ
を
お
持

ち
で
な
い
方
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

〇
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
九
五

大
洲
市
東
大
洲
一
九

0
番
地

グ
リ
ー
ソ
ト
ピ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

6
2
4
_
2
2
5
5
 

又
は

肱
川
町
役
場
産
業
課

6
3
4
|
2
3
1
1
ま
で
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• ・ 

久しぶりに汗をかいた健康体操

西川司国土庁長官来町

一
月
十
二
日
、
西
田
国
土

庁
長
官
が
就
任
後
初
め
て
当

町
を
訪
れ
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
は
庁
舎
に
約
五
十
人
が
集

ま
り
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 最

初
に
大
野
町
長
及
び
西

田
議
長
が
就
任
の
お
祝
い
を

述
べ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
西
田
国
土
庁

長
官
が
、
「
新
土
地
保
有
税

な
ど
に
よ
る
、
土
地
対
策
多

極
分
散
型
の
国
土
形
成
に
、

積
極
的
に
取
り
組
む
」
と
就

任
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
高
速
道
路
が
将

来
大
洲
ま
で
完
成
し
た
時
に

こ
の
地
域
の
対
応
等
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
大
臣
に
就
任
で
ぎ
た

生
き
生
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
三
年
一
月
十
六
日
の
、
第
二
二
十
代
か
ら
八
十
代
の
約
八
十
人

回
健
康
ま
つ
り
に
松
本
陽
子
体
操
研
の
婦
人
が
肱
川
町
公
民
館
に
集
ま
り
、

究
所
所
長
松
本
陽
子
先
生
他
、
二
人
笑
い
と
歓
喜
の
中
時
間
が
ア
ッ
と
い

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
健
康
体
操
う
問
に
過
ぎ
ま
し
た
。

を

行

い

ま

し

た

。

体

操

の

意

義

に

つ

い

て

説

明

の

後

手
の
運
動
、
体
を
使
っ
た
簡
単
な
ゲ
ー

ム
、
軽
快
な
音
楽
に
の
っ
て
、
肩
こ

り
予
防
、
腰
痛
予
防
、
便
秘
予
防
体

操
を
行
い
、
最
後
に
「
お
ど
る
ポ
ソ

ポ
コ
リ
ソ
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

厚
着
を
さ
れ
て
ぎ
た
方
も
、
終
わ

り
頃
に
は
一
枚
に
な
り
「
久
し
ぶ
り

に
い
い
汗
を
か
い
た
」
と
、
さ
わ
や

か
に
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

就任の抱負を述べられる西田司国土庁長官

の
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
陰
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
、
本
日
出
席

出
来
な
か
っ
た
方
に
も
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
沖
野
議
員
の
発
声
で
バ
ソ

ザ
イ
を
三
唱
し
て
歓
迎
の
行
事
を
終

了
し
ま
し
た
。

自治宝くじ助成備品の胴長太鼓と締太鼓

平
成
二
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ソ
タ
ー
よ
り
肱
川
町
へ
、
胴
長
太

鼓
、
締
太
鼓
、
テ
ソ
ト
、
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

P
A
パ
ッ
ク
、

C
D
ラ
ジ
カ
セ
等
の
備
品
購
入
費
総

額
百
九
十
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
し

こ。t
 こ

の
助
成
事
業
は
、
自
治
総
合
セ

ソ
タ
ー
が
、
全
国
自
治
宝
く
じ
売
上

金
の
一
部
を
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
財
源
を
も

と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

と
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
助
成

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
購
入
備
品
は
、
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ソ
ト
等
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
幅
広
＼
ヽ
活
用

し
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。

自
治
宝
く
じ
で

百
九
十
万
円
の
助
成

郵
政
省
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
代
表
的
な
風
景
・
産
物
を

題
材
と
し
た
図
画
等
を
記
載

し
た
「
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
」
を

今
年
か
ら
初
め
て
の
施
策
と

し
て
発
行
し
、
過

疎
地
域
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

四
国
版
と
し
て

発
行
さ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
絵
葉
書
」

は
、
東
京
版
・
東

北
版
に
続
く
も
の

で
、
当
肱
川
町
か

ら
南
予
地
方
に
か

け
、
古
く
か
ら
伝

わ
る
民
俗
芸
能
の

「
牛
鬼
」
を
イ
ラ
ス

|

|

l

卜
し
た
も
の
と
高

人
間
の
体
で
一
番
皮
の
薄
い
と
こ

ろ
は
『
え
り
元
』
。

こ
こ
を
冷
や
す
と
大
量
の
血
液
が

急
速
に
冷
え
て
か
ぜ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ

け
込
ま
れ
る
。

冬
は
、
夜
寝
る
前
に
枕
元
に
バ
ス

タ
オ
ル
を
置
い
て
お
き
、
朝
方
冷
え

込
み
の
時
に
首
に
巻
い
て
寝
る
と
よ

、0し

か
ぜ
を
を
ひ
い
た
と
気
づ
い
た
時

に
す
ぐ
に
体
を
温
め
る
と
か
ぜ
を
は

泣
き
ど
こ
ろ
は

「
え
り
元
」

ふるさと絵葉書四国版の発行

ね
か
え
す
こ
と
が
で
き
る
。
熱
い
も

の
を
食
べ
て
ふ
と
ん
か
ぶ
っ
て
寝
る

の
が
一
番
。

か
ぜ
は
栄
養
を
と
ら
れ
る
病
気
だ

か
ら
、
と
ら
れ
た
栄
養
を
と
り
返
さ

な
い
と
体
力
の
回
復
が
お
く
れ
る
。

卵
、
と
う
ふ
、
牛
乳
、
魚
、
肉
、

な
ん
で
も
結
構
、
い
つ
ま
で
も
オ
カ

ュ
と
梅
干
し
で
は
困
り
ま
す
。

．． 
ロロロ

知
県
大
月
町
の
景
勝
地
で
あ
る
「
大

堂
海
岸
」
を
そ
れ
ぞ
れ
題
材
と
し
て

お
り
、
平
成
一
＿
一
年
―
―
―
月
一
日
（
金
）
か

ら
発
行
さ
れ
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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肱川町長寿番付表 （平成 3年 1月10日現在）

東 寿 西

部 落 氏 名 生年月日 年齢 番付 部 落 氏 名 生年月日 年齢

上鹿野）II橋本 ユ日土~ 士ロ 明治 22.8.5 101 横網 柳 増田 ヨリ 明治24.1226 99 

白 石 寺 中 サヲ 明治 27.5.3 96 大関 上嵯餓谷 高橋安一 明治2711.14 96 

下鹿野川 亀田 ヌイ 明治 28.5.8 95 関脇 上鹿野川 大越モトヱ 明治 28.7.30 95 

広 常 竹田、ンゲヨ 明治293.14 94 小結 久 保 今宮タマル 明治 30.4.3 93 

中 野 鉾岩 覺間 明治30.4.16 93 前頭筆頭上鹿野川 ,晶氷、 廣 明治 30.4.27 93 

山 槌 池田コマッ 明治30.11.20 93 2 中居谷 西本カメヨ 明治 31.130 92 

中居谷 櫻田 ミサヲ 明治321. 13 91 3 久 保 兵頭 ヨ子 明治 32.2.6 91 

協 生 中宮 久夫 明治32.4.29 91 4 森 兵 頭猪三雄 明治 32 5.7 91 

敷 水 池田高太郎 明治 32.7.4 91 5 上鹿野川 米田フクヱ 明治 32.7.15 91 

中居谷 木下 万作 明治 328 1 91 6 小 藪 福森 、ン ズヱ 明治 328.13 91 

広 常 土井 民 明治32.11.18 91 7 大 和 東 琢雄 明治 32.12.3 91 

士9/七‘ 栄 上野サカヱ 明治32.12.17 91 8 大 屋敷 宮本キ ミェ 明治 33. 1. 4 91 

中 野 曽根イシヱ 明治33.1.12 90 ， 市之 畦 松本フユノ 朋治 331.25 90 

郷 栗田 ク ニ ヱ 明治 3~ . 1.30 90 10 郷 高岡 ミヱ 明治 33.6.14 90 

森 浅井サカヱ 明治338.22 90 11 汗 生 尾下トクヲ 明治 33.104 90 

月 野尾 山口 高光 明治3311. 3 90 12 上 森山 石川ト シェ 朋治 34 1 8 90 

町 大野 誠 明治34.1.15 89 13 郷 三瀕 勇 朋治 34.3.9 89 

協 生 岡田 金一 明治34.5.28 89 14 中 津 二宮タヨリ 明治 34.6.3 89 

協 生 沖田夏五郎 明治34.6.14 89 十両 肱 栄 菅野重吉 明治 34.8.8 89 

大 平 竹本ツルヲ 朋治 349.6 89 2 白 石 三好セヲリ 明治 34.9.30 89 

中 野 山田 コイ 明治33.10.9 89 3 月野尾 芦甲氷‘ ミ‘ ノル 明治34.10.10 89 

郷 松田 ヌイ 明治34.12.5 89 4 上 敷水 曽我部キクヨ 明治 35.2.4 88 

敷 水 森 岡 義春 明治35.322 88 5 月＇！、 造 門田ヨシノ 明治 35.4.25 88 

小 藪 萬岡 末光 明治35.5.31 88 6 小 倉 和氣幸次郎 明治 35 7. 1 88 

中居谷 崎野タカミ 明治35.7.10 88 7 大 平 二宮ヒロミ 明治 358 16 88 

上嵯餓谷 高橋チトセ 明治3512.15 88 8 市之 畦 堀内カヲル 明治35.1217 88 

中居谷 松田佐津喜 明治35.12.14 88 ， 中居谷 金平寅五郎 明治 36.1.11 87 

中居谷 藤原トヨノ 明治 36.5 3 87 10 八 重栗 ,晶氷、 久吉 明治 36.9.7 87 

議会議長団i田 盛夫 民生総務苔r田 義盛 町長大野 和
行司老連 会長 尾下 林太郎検育役収入役森 繁

歓進元 社協会長福田
助 役赤こ田 利幸 町民課長佑三ク、伍ミ慧[-- 保

新
春
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
網
は
、
昨
年
と
同
じ
く
上

鹿
野
川
の
橋
本
音
吉
さ
ん
で
、
百
一

歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

台 た 頭 田
で ‘ニョ西
す前枚リの
°頭 目 さ 横
日十まん綱
本二ででも
人枚はす変
の目 移° ゎ
平ま動三り
均でが役な
寿がなをく
命九く始柳
が十‘めの〔長寿番付〕
平歳ま前増

成
元
年
で
男
性
七
十
五
・
九

一
歳、

女
性
八
十
一
・
七
七
歳
で
す
か
ら
、

今
年
発
表
の
皆
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、

下
の
方
で
頑
張

っ
て
い
る
序
の
口
ぐ

ら
い
に
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
お
元
気
で
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
、
不
老

長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

No.〈ホ炒為切っmL〉⑱

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
＝
一
年
一

月
十
日
現
在
の
も
の
で
す
。

誕
生
日
が
来
た
ら
、
こ
の
表

の
年
齢
に
一
歳
が
加
え
ら
れ

ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
1
・
僕
は
い
た
ず

ら
が
大
好
き
で
、
毎
日
お
姉
さ

ん
と
け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
ま

す
。
好
き
な
物
は
パ
ワ
ー
シ
ョ

ベ
ル
で
す
。
牛
乳
や
み
か
ん
が

大
好
ぎ
で
何
で
も
食
べ
て
早
く

大
き
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ョ
ロ
シ
ク
ね
。

冨
氷
章
博
く
ん
（
広
常
）

平
成
元
年

2
月

14
日
生
ま
れ

2
歳

お父さん
秋雄さん(38歳）

お母さん
由香里さん(25歳）

二
月
十
四
日
で
、
二
歳
に
な
っ
た

「
あ
っ
く
ん
」
で
す
。

言
葉
も
は
っ
き
り
し
て
来
て
、
お

話
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
家

族
を
、
笑
わ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
素
直
に
、
育
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
ま
す
。

お父さん
裕二さん(29歳）

お母さん
洋子さん(29歳）

土
居
雅
也
く
ん
（
汗
生
）

平
成
元
年

3
月

6
日
生
ま
れ

1
歳
1
1
か
月
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農業や自営業などに従事されている方に、 4月1日から老齢基礎年金の上乗せ年金として、「国民年金基

金」制度が始まります。

基金には、国民年金の保険料を納められている人であって、農業者年金に加入している人や保険料の免除

をうけている人を除いて、だれでも加入することができます。

基金加入者には、全額社会保険料控除という特典もつきますし、老後のゆとりある生活が保障されます。

掛け金や給付額は、下表のとおりです。

1給付

言
◎終身年金A型、 B型、

ら加入者が選択。

戸
• 65歳支給開始

15年保証付終身年金

・配当によるボーナス

給付あり

⑬ 
• 65蔵支給開始終身年金

（保証期間なし）

・配当によるボーナス給付

あり

ロ
• 65歳支給開始終身年金

（保証期間なし）

・ボーナス給付なし

地 域 型 国 民年金基金の給付と掛金

| 2 口め以降 I 
◎終身年金A型、 B型、 C型及び確定年金 I型、 Il型、 Ill型の 6

種類の中から加入者が選択。ただし確定年金（ I型、 Il型、 Ill

型）の年金額が 1口めを含めた年金額の半分を超えないこと。C型の 3種類の中か

ボーナス給付（年1回）
I 

贋：
I 

腐く保証期間心

年金月1
3万1

ボーナス給付（年1回）

年金月額
3万円

［予喜閂
65歳

加入時の満年齢 1口めの年金月額

45歳まで 3万円
46歳から50歳まで 2万円

51歳から54歳まで 1万円
55歳以上 加入月数により異なる

7
¥＼

＼

ー

／
J

｀ ボーナス給付
年金月額 ！ 

1万円
I I 

65 80 
歳

叶呆証期間→
歳

亨
ボーナス給付

年金月額
1万円

65歳

区

6 5 歳

年金月額
1万円

7
¥＼
ー
ノ

は二言］
• 65歳支給開始
15年確定年金

・配当によるボーナス
給付あり

しこ□
• 65歳支給開始
10年確定年金

・配当によるボーナス給付
あり

冒
• 60歳支給開始
15年確定年金

・配当によるボーナス
給付あり

加入または増日時の横年餘

54歳まで

55歳以上

65
歳

80
歳

65
歳

75
歳

ボーナス給付

年金月額
1万円

60 
歳

2口め以降の 1口当り年金月額
1万円

加入月数により異なる

75
歳

2．掛金

・掛金は、選択した年金の型と口数及び加入した年齢に応じて決まる。

・年金の型及び加入年齢別に 1口当りの掛金月額を定めた掛金月額表により、掛金額が算定される。

なお、月々の年金や年 1回のボーナス給付のほか
に、都道府県ごとの独自の給付が加わることが予
定されている。

掛金月額表（抜粋）

加満（ 歳入年 時齢） 

1 ロ め 2 ロ め 以 降
終身 年 金 終 身 年 金 | 確 定 年 金

A 型 IB 型 IC 型 A 型 B 型 C 型 II 型 II 型 Ill 型
年金月額 3万円 年金月 額 1 万円

30 5,100 4,500 3,300 1,700 1,500 
1. 100 I i 

1,400' 1,100 1,800 
40 9,900 9,000 7,200 3,300 3,000 2,400 2,800 2,100 3,500 

年金 月額 2万 円

50 17,soo I 16,000 I 13,600 8,900 8,000 6,800 7,400 5,600 9,600 

（単位：円）

例ー40歳で 1口めA型（年金月額 3万円）、 2口め以降 I型2口（年金月額 2万円）に加入の場合、掛金

月額は、 9,900円＋2,800円X2 =15,500円
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平成 2年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
進
め
ま
し
た
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
十
二
月
二
十
六
日

に
配
分
会
を
開
ぎ
、
町
内
の
ね
た
き

り
の
人
、
長
期
療
養
者
、
施
設
入
所

者
等
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
民
生
委

員
、
役
場
、
社
協
の
職
員
の
手
で
、

R
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の

-
｀
〗
い□パ
〗
」
り
て
す
。

后

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 515,246 円

その他・有志 129,600 

計 644,846 

(2)部落別明細書

部 落 戸数 金 額 部 落 戸数 金 額

小 畑井 7 3,552 下鹿野川 49 28,160 

萩野尾 5 5,000 上鹿野川 64 38,946 

汗 生 24 14,260 月，{ 造 6 3,000 

道野尾 15 8,200 見 の越 6 3,000 

上森山 16 9,300 月 野尾 14 12,400 

八 重栗 11 5,500 下敷水 12 7,000 

山 槌 21 11,500 敷 水 20 9,951 

協 生 26 16,313 上敷水 7 3,050 

嘉 城 20 12,700 下嵯峨谷1 13 8,161 

辻ノ‘ 栄 29 18,171 下嵯峨谷2 3 1,500 

中居谷 50 26,287 上嵯峨 谷 12 7,013 

白 石 21 10,348 菟野 尾 22 12,000 
旦牙Jク 地 14 8,190 橡 の 木 瀕 2 1,000 

広 常 38 21,100 柳 18 11,100 

久 保 32 16,100 郷 18 12,514 

大 平 27 13,911 市之畦 12 6,810 

大 屋敷 16 7,800 瓜生谷 18 10,500 

森 10 7,000 町 21 12,900 

肱 栄 13 6,500 藤 野 原 18 9,550 

大 和 32 17,000 小 倉 7 3,500 

中 野 65 37,090 中 津 24 12,903 

小 藪 49 24,466 合 計 907 515,246 

（単立：円）

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ロ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

募金を整理する民生委員さん

戸
外
運
動
で
健
康
づ
く
り

中
央
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
戸
外
で

運
動
を
行
い
健
康
保
持
を
と
言
う
こ

と
で
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ

ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
種
目
の
特
性
は
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー

と
用
具
、
技
術
が
似
て
い
る
の
で
親

し
み
や
す
く
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
取

り
組
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
で
は
、
皆

さ
ん
が
主
役
で
す
。
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、

気
軽
に
戸
外
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ

う。

一
月
三
十
一
日
、
大
洲
喜
多
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
み
す
寮
に
お
い

て
、
ね
た
ぎ
り
老
人
等
の
介
護
実
習

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
肱
川
町
婦

人
会
の
皆
さ
ん
十
二
名
で
す
。

当
日
は
、
と
み
す
寮
の
指
導
員
か

ら
、
実
際
に
入
所
者
を
モ
デ
ル
に
し

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

又
、
ね
た
ぎ
り
病
人
等
の
在
宅
介

護
に
つ
い
て
座
談
会
を
も
つ
な
ど
、

終
始
熱
心
に
勉
強
し
て
頂
ぎ
ま
し
た
。

今
後
の
婦
人
介
護
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

活
動
推
進
を
参
加
者
皆
ん
な
で
誓
い

合
い
ま
し
た
。

婦
人
の
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
開
催

-(` 
グランドゴルフを楽しむ人達

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

◎

小

倉

◎
上
森
山

滝
野

大
野

寿
満
さ
ん

君
忠
さ
ん

当
協
議
会
に
、
ご
寄
付
を
頂
き
ま

し
た
。

社
協
へ
の
ご
芳
志

◎
英
国
史
上
空
前
の
長
期
政

権
を
誇
っ
て
き
た
鉄
の
女
サ
ッ

チ
ャ
ー
氏
が
、
ト
ッ
プ
の
座

か
ら
降
り
ま
し
た
。
国
際
政

治
の
檜
舞
台
で
の
活
躍
は
見

事
で
し
た
。
若
き
メ
ー
ジ
ャ
ー
氏
に

託
し
て
、
素
晴
ら
し
い
花
道
で
し
た
。

そ
の
サ
ッ
チ
ャ

ー
氏
が
十

一
年
半
前
、

労
働
党
に
代
わ
っ
て
政
権
の
座
に
つ

く
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
イ
ズ
ム
を
徹
底
し

ま
し
た
。

「
国
民
よ
働
け
。
真
面
目

に
働
け
。
働
け
ば
必
ず
豊
か
に
な
る
」

と
英
国
の
立
て
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

◎
日
本
は
所
得
倍
増
論
か
ら
経
済
大

国
の
基
を
な
し
ま
し
た
。
池
田
総
理

（
当
時
）
は
年
頭
の
辞
に
、

「
働
く
と

い
う
事
は
、
は
た
を
楽
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
私
も
一
生
懸
命
働
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
働
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
は
、
こ
の

「
働
き
」
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
も
週

休
二
日
制
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

余
暇
利
用
の
中
で
、
せ
め
て
月
一
日

位
の
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
地
域
社
会
が
で
ぎ
れ
ば
と
心
か
ら

望
み
ま
す
。（

民
協
機
関
紙
よ
り
）

民 鏡
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新

肱川町公民館にて

運営の基本方針

総 括 木材、椎茸価格の低迷で林業は極めて厳しい情

勢でありこれに対処するため、地域林業の真の

担手にふさわしい組織並びに経営体制の強化を

はかり森林のもつ公益性や木造住 宅の良さを広

め る 運 動 を 行 う と と も に 山 を 守 り育てる森林組

合活動に努める。

指導部門 l. 各種林業振興事業の推進と生産技術の向上

を図る。

2.協 業 体 制 の 確 立 を す す め 、 林 業の経営近代

化 を 図 る。

販売部門 l. 木材、椎茸、緑化木、ぜんま いの系統共販

を促進する。

2. 問伐、除伐施業協業による林産 事 業 を 拡 充

する。

3 椎茸共同選別、共同計算の成果を上げる。

4.椎茸加工品の生産販売の拡大

購買部門 1. 優良山行苗を生産し斡旋する。

2.生産資材の斡旋、系統購買を推進する 。

利用部門 l. 林業、作業道の開設を推進する 。

2. 受託森林造成事業の拡充と、森林経営事業

の実施にあたる。

3. 作業路開設及び椎茸楕場造成 事業を実施す
る。

4.木工品生産販売の推進

金融部門 l. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付。

2.制度資金を活用し林業経営の近代化を図る。

管理部門 l. 職員の資質の向上を図る 。

2.健全な組合運営と活動を展開する 。

，，几

ィ又

員

役 員 氏 名 役 員 氏 名

理 事 河野 美治 理 事 久保 長利

” 台本 治雄 ” 水口 石 衛

” 森田 末光 ” 向井 務

” 山内 吉晴 ” 和気 秀久

” 山 根 春重 ” 瀧野 寿満

” 西本 繁 次 郎 ” 藤田 幸男

皿臣 事 神 井 恵 一 郎 皿臣 事 沖野 次雄

” 石 田 利寿

H 3. 2. 21,..__, H 6. 2. 20 

去
る
二
月
六
日
肱
川
町
公
民
館
に
於
い
て
、

第
四
十
回
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総

会
に
は
八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
森
林
林

業
課
福
田
寛
課
長
、
県
森
連
蝶
野
恭
一
会
長
、

日
本
ぎ
の
こ
セ
ソ
タ
ー
松
山
事
務
所
栄
木
譲

所
長
、
大
野
和
町
長
、
西
田
盛
夫
町
議
会
議

長
、
鉾
岩
勉
農
協
長
他
町
内
団
体
の
方
の
御

臨
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
東
理
事
の
開
会
の

挨
拶
、
河
野
組
合
長
の
総
会
挨
拶
の
後
、
議

長
に
沖
野
常
一
氏
を
選
任
し
て
議
事
に
入
っ

こ。t
 第

一
号
議
案
よ
り
第
十
五
号
議
案
ま
で
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

飛
野
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し

こ。t
 総

会
付
議
事
項
、
運
営
の
基
本
方
針
、
出

資
金
計
画
、
新
役
員
は
、
次
の
通
り
で
す
。

第40回 総会付議事項

1. 乎成 2年度事業報告書・財産目録・貸借対照表・損益計

算書及び剰余金処分案承認の件
2. 平成 3年度事業計画承認の件

3. 定款変更の件
4. 乎成 3年度借入金最高限度額決定の件

¥400, 000,000円以内

平成 3年度余裕金預入先決定の件

肱川農業協同組合 伊予銀行
6. 組合員に対する貸付金の最高限度額（特別法令によるも

のを除く）及び債務保証最高限度額並びに貸付 金、売掛金
等の利率決定の件

ィ、貸付金最高限度額 7,000,000円とする。
ロ、債務保証 最高限度額1,000,000円とする。

ハ、貸付金・仮渡金・前渡金・売掛金等の利率
年率10.0％以内 延滞料14.6％以内

経費の賦課並ぴに徴収の件
林道開設、改良組合員割

8. 手数料及び利用料徴収の件
ィ、販売手数料 販売品売上代金の 5％以内とする。

ロ、林産手数料林産経費の 5％以内とする。
ハ、造林補助金事務取扱手数料 取 扱 金 額 の10％以内とす

る。
二、森林造成事業手数料 取 扱 金 額 の14％以内とする。

ホ、農林漁業資金取扱手数料 取扱金額の1.5％以内とす
る。

へ、受託事業手数料 取 扱 金 額 の10％以内とする。
ト、施設及び機械利用料 （別紙）

9. 林 業 山 村 活 性 化 林 業 構 造 改 善 事 業 計 画 糊 立 の 件
林道開設他

10. 森林総合整備事業実施の件
造林他継続 375ha39,000,000円（予定）

11. 問伐促進強化対策事業実施の件
除 問 伐 40ha5,112,000円（予定）

12. 団地施業計画実施の件
更新 983ha菟野尾・中津・大谷 1 ・大谷 2

13. 県単独林道整備事業の件
作業道 6路 線 2,437m56,000,000円
作業車道 19路線 12,000m5,000,000円

14. 役員報酬額決定の件 ¥8,000,000円以内

15．役：員改選の件

5. 

7. 

付帯決議事項の件
本議案の決議事項について、軽微な事項の修正 及 び 行 政 庁

より指示があった場合には、本旨に反しない範囲において
修正することを理事会に一任する。

出 資

出資目標額

平成 2年度末出資額

目標額達成残額

平成 3年度増資目標額

金

面積割とする。

計

300,000口

193,067ロ

106,933ロ

50,000口

画

60,000,000円

38,613,400円

21,386,600円

10,000,000円
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万m3

12,000 7且竺もその他用
255 

木材（用材）部門別需要量の推移

11,386 
136 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

合板用
1,715 

パルプ・
チッフ用

3,041 

9,116 9,136 9,290 
423 

9'451,507 
374_____L37 5,----J., 「

'1,346 

10,628 

10,314707~32 

1,302 
1,470 

1,085 1,066 1,122 1,094 
4,231 

3,827 

3,058 3,243 
3,292 

3,356 
3,467 

世
界
の
火
薬
庫
と
い
わ
れ
る
中
東

で
の
イ
ラ
ソ
.
.
イ
ラ
ク
戦
争
が
曲
が

り
な
り
に
も
終
わ
り
、
世
界
中
が
や

れ
や
れ
と
い
っ
た
や
さ
ぎ
に
イ
ラ
ク

製材用

6,747 5,368 
5,548 

4,452 4,454 4,493 4,794 

4,599 

元年
見込み

（注） 1)需給量は、丸太需要量と輸入した製材、合板、チ ップ、パルプ等の製

品を丸太積に換算した供給量を合計したものである。

2) その他用は、加工材、坑木、電柱、くい丸太、足場丸太等である。

48 58 59 60 61 62 63 

が
ク
ェ
ー
ト
を
一
日
で
飲
み
込
む
と

い
っ
た
芸
当
を
や

っ
て
の
け
た
。
途

端
に
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
世
界
各
国

の
政
府
や
世
論
が
、
イ
ラ
ク
を
非
難

木 材 の 自 給 率

【

木

材

（

用

材

）

供

給

量

】

万m'
12,000-, 11,758 

11,386 

10,314 10,628 

10,000 
9,116 

(3.5.9) 

8,000 

6,000 

9,136 9,290 9,451 

4,000 

2,000 

7,537 

4,221 

(35.4) 

5,88.5 

3,232 

(36.0) 

5,849 

3,287 

（3.5.8) 

5,983 

3,307 

(33.5) 

6,289 

3,161 

(30.0) 

7,215 

3,098 

(29.2) 

7,5 

3,100 

(26.9) 

8,326 

3,060 

外

材

国

産

材

元年
見込み

資料：林野庁「木材需給表」、平成元年見込みは木材需給対策中央対策協議会で

作成
（注） 1)供給量は、丸太供給量と輸入した製材、合板、チップ、パルプ等の製

品を丸太材積に換算した供給量を合計したものである。

2) 自給率＝
用材供給量

X 1 0 0 
総用材供給量

48 58 59 60 61 62 63 

記

35 

30 

し
は
じ
め
、
経
済
封
鎖
と
い
う
ワ
ソ

ス
テ

ッ
プ
は
あ
っ
た
も
の
の
武
力
行

使
と
い
う
最
悪
の
事
態
と
な
り
、
現

在
進
行
中
で
あ
る
の
は
、
み
な
さ
ん

御
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
で
き
る
も

の
な
ら
こ
の
原
稿
が
、
み
な
さ
ん
の

目
に
ふ
れ
る
こ
ろ
に
は
終
わ
っ
て
い

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

近
年
、
日
本
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
の

25 

世
界
経
済
に
占
め
る
地
位
は
著
し
く

高
く
な
っ
た
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
が

依
然
と
し
て
世
界
経
済
の
柱
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
、
ア
メ
リ
カ
が
音

頭
を
と
っ
て
い
る
多
国
籍
軍
の
経
費

は
、
ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

関
係
各
国
に
と
っ
て
膨
大
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
石
油

に
よ
っ
て
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
る

よ
う
な
日
本
経
済
の
先
行
き
は
明
る

く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
慢
性
的
低
迷
を
続
け
て

い
る
林
業
界
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

ま
ず
、
今
の
ま
ま
の
経
済
状
態
で

す
す
め
ば
、
木
材
需
要
の
か
な
り
を

占
め
る
住
宅
着
工
数
が
、
減
少
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
第
一
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
の
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
騒
ぎ
を
は
じ
め
と
し
た

資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
思
い
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
国
家
間
で
資
源
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
火
が
つ
く
と
資
源
の
国

際
価
格
の
高
騰
が
し
ば
ら
く
続
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

木
材
需
要
の
減
少
す
る
反
面
、
原

木
価
格
は
高
騰
し
、
原
木
高
の
製
品

安
と
な
る
で
し
ょ
う
。
し
ば
ら
く
こ

の
状
態
が
続
け
ば
、
今
ま
で
外
材
と

の
価
格
競
合
に
負
け
続
け
て
い
た
国

産
材
が
、
久
し
ぶ
り
に
表
舞
台
に
で

て
こ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
今
ま
で

林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
も

立
派
な
資
源
と
な
り
、
林
業
界
は
、

久
し
ぶ
り
に
活
気
づ
き
：
…
•

と
い
う
よ
う
な
変
な
こ
と
は
考
え

ず
に
御
自
分
の
山
に
行
っ
て
み
て
下

さ
い
。
映
画
で
も
観
れ
る
よ
う
に
真
っ

暗
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
も
う
ち
ょ
っ

と
間
伐
・
枝
打
ち
等
や
っ
て
あ
げ
た

ほ
う
が
良
い
で
す
よ
。（

林
改
渡
邊
晋
輔
）
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交
渉
の
鍵
と
な
る
か
、
ア

メ
リ
カ
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・

ト
ラ
ッ
ク
」
条
項

一
月
十
五
日
、
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
で
各
国
大

使
レ
ベ
ル
の
非
公
式
な
貿

易
交
渉
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
中
断
し
て
い
た
ガ
ッ

ト
農
業
交
渉
は
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
会
合
で
は
、
昨

年
十
二
月
の
閣
僚
会
議
後
、

ダ
ン
ケ
ル
・
ガ
ッ
ト
事
務

局
長
が
ア
メ
リ
カ
や

E

C

と
の
間
で
進
め
て
き
た
協

議
（
根
回
し
）
の
結
果
が
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今

後
の
交
渉
の
進
め
方
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
質
的
な
進
展
は
な
く
、

ガ
ッ
ト
事
務
局
は
各
国
と

の
協
議
を
継
続
し
、
貿
易

交
渉
委
員
会
を
早
け
れ
ば

一
月
末
に
開
催
す
る

こ
と

を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

一
方
、
「
交
渉
の
期
限

は
二
月
下
旬
」
と
い
っ
た

見
通
し
が
マ
ス
コ
ミ
等
で

さ
か
ん
に
流
さ
れ
始
め
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

測
は
、
．
ア
メ
リ
カ
政
府
が
議
会
か
ら
与

え
ら
れ
て
い
る
交
渉
権
限
の
期
限
切
れ

と
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

ウ
ル

グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ソ
ド
全
体
の
合
意

内
容
を
議
会
で
修
正
さ
せ
ず
に
、
一
括

採
択
で
承
認
を
得
る
権
限
が
政
府
に
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
（
フ
ァ

ー
ス
ト
・

ト
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
採
決
の
手
続
き
）
、

こ
の
権
限
を
使
う
た
め
に
は
、

二
月
末

ま
で
に
ガ
ッ
ト
交
渉
の
最
終
的
な
合
意

内
容
を
議
会
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

こ
の
権
限
は
、
議
会
の
承
認
さ
え
得

ら
れ
れ
ば
、
二
年
間
延
長
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

政
府
は
今
の
と
こ
ろ
こ
の
延
長
を
議
会

へ
申
請
し
な
い
と
の
方
針
を
表
明
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
こ

の
よ
う
な
内
部
事
情
に
よ
り
、
二
月
末

に
か
け
て
の
交
渉
が
最
大
の
山
場
に
な

る
と
の
観
測
が
強
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。

正
当
な
我
々
の
主
張
、
確
信

を
新
た
に
し
た
ね
ば
り
強
い

運
動
の
強
化
を

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
農

業
保
護
の
削
減
に
反
対
す
る
団
体
や
農

業
以
外
の
交
渉
分
野
で
の
政
府
提
案
を

批
判
す
る
業
界
、
そ
し
て
こ
れ
ら
と
関

係
す
る
議
員
達
の
反
発
が
強
ま
っ
て
き

た
た
め
、
こ
の
交
渉
権
限
の
延
長
を
議

会
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
湾
岸
危
機
に
よ
り
ラ
ウ
ソ
ド
交

渉
に
対
す
る
世
界
各
国
の
関
心
が
弱
ま

る
危
険
性
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
や

交
渉
を
早
め
に
決
着
さ

せ
て
利
益
の
増

大
を
図
ろ
う
と
す
る
関
連
産
業
な
ど
は
、

二
月
末
に
向
け
て
農
業
交
渉
を
前
進
さ

せ
る
た
め
、
特
に

E
C
や
日
本
に
対
し

て
具
体
的
な
譲
歩
を
強
く
求
め
て
、
様
々

な
圧
力
を
か
け
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す。
こ
の
た
め
「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ

ド
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
米
の
市

場
開
放
の
政
治
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
っ
た
世
論
の
誘
導
が
さ

ら
に
強
め
ら
れ
る
と
み

て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
世
論
の
誘
導
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
た

め
に
は
、
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
本
質
を
ぎ

ち
っ
と
見
極
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
つ
ま
り
、
「
農
業
交
渉
を
最
も
困

難
な
課
題
に
仕
立
て
上
げ
、
そ
こ
で
先

進
国
が
譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
貿
易
や
知
的
所
有
権
な
ど
他
の
分
野

で
途
上
国
側
へ
大
幅
に
妥
協
さ
せ
、
こ

れ
ら
の
関
連
産
業
の
利
益
を
拡
大
さ
せ

よ
う
と
す
る
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

の
重
大
な
側
面
を
農
業
問
題
で
お
お
い

隠
す
と
い
う
戦
略
」
が
大
が
か
り
に
仕

掛
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
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エ
ン
ド
ウ
の
支
柱
立
て

一
株
二
本
立
ち
に
し
、
三
月
ご
ろ

に
な
っ
て

ツ
ル
が
生
長
を
は
じ
め
た

ら
、
品
種
に
見
合
っ
た
長
さ
の
支
柱

を
立
て
て

ツ
ル
を
誘
引
し
て
や
り
ま

す
。
巻
き
ひ
げ
の
か
ら
み
つ
く
力
は

弱
い
の
で
、
ツ
ル
が
伸
び
て
ぎ
た
ら

三
十
Cm

ご
と
に
ひ
も
を
張
り
、
ツ
ル

が
ず
り
落
ち
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

二
、
イ
チ
ゴ
の
マ
ル
チ
張
り

春
に
休
眠
か
ら
さ
め
て
草
丈
が
大

き
く
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、
ポ
リ

マ
ル
チ
で
マ
ル
チ

ソ
グ
し
ま
す
。
こ

う
す
る
と
土
中
の
水
分
を
保
ち
、
果

実
に
土
が
つ
く
の
も
防
げ
、
地
温
が

確
保
さ
れ
る
の
で
、
生
育
が
促
進
さ

れ
収
穫
が
早
ま
り
ま
す
。

こ
の
時
葉
か
ぎ
を
し
、
赤
や
黄
色

く
な
っ
た
古
葉
を
除
き
、
株
元
を
清

潔
に
保

っ
て
病
気
を
防
ぎ
ま
す
。
又、

マ
ル
チ
前
に
追
肥
(
-
株
当
た
り
化

成
肥
料
を
―
つ
ま
み
）
を
施
し
、
春

の
生
育
に
備
え
ま
す
。

三
、
タ
マ
ネ
ギ
の
追
肥

タ
マ
ネ
ギ
の
貯
蔵
性
は
①
に
品
種

（
晩
生
種
を
選
ぶ
）
②
に
肥
料
③
に
病

害
虫
で
す
。
四
月
以
降
の
追
肥
は
腐

り
の
原
因
と
な
る
の
で
、
三
月
上
・

下
旬
を
重
点
に
、
一

2m
当
た
り
化
成

肥
料
一
握
り
ほ
ど
施
し
ま
す
。

態状

昌
詈
八
[

ー
角
る

岐
す

分
引

ー、．

の
誘

態

度
に

状の

”ク

lut

胃
2

の木若ー図

木

望

成

2
 

図

亜主枝の確立と・
3年生は切らす、空1ii]があれば

そこへ誘引し策を多く確 徒長枝せ ん除

保するよう誘引する。

ゆ

ず
一
、
整
枝
せ
ん
定

ゆ
ず
は
習
性
と
し
て
、
深
根
性
で

あ
り
、
地
上
部
は
直
立
性
が
強
い
の

で
、
誘
引
整
枝
を
し
な
い
と
栄
養
生

長
が
強
ま
り
樹
冠
拡
大
は
容
易
で
あ

る
が
結
実
が
悪
く
な
り
易
い
の
で
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

園
＠
霙
）

①
幼
木
の
整
枝
せ
ん
定

ア
幼
木
の
ニ
ー
三
年
目
は
伸
長

が
著
し
い
の
で
支
柱
を
立
て
誘

引
整
枝
に
努
め
主
枝
形
成
に
つ

と
め
る
。

イ
四
ー
五
年
生
樹
は
樹
冠
先
端

に
出
る
夏
芽
の
処
理
で
主
枝
、

亜
主
枝
を
明
確
に
し
、
亜
主
枝

の
上
下
間
隔
は
三
o,..___,
四
O
c
m

位
に
す
る
。

ウ
五
ー
六
年
生
以
上
に
な
る
と

主
枝
、
亜
主
枝
の
確
立
が
で
き

る
の
で
良
好
な
結
果
母
枝
の
確

保
に
重
点
を
お
き
、
重
な
り
枝

や
大
枝
を
間
引
き
日
当
た
り
を

良
く
し
、
よ
い
春
枝
の
発
生
を

促
す
。

②
成
木
園
の
間
縮
伐
と
せ
ん
定
、
密

植
園
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
間
縮
伐
と
重
な
り
大
枝
の

間
引
ぎ
で
日
当
た
り
を
よ
く
し
、

内
枝
の
枯
れ
枝
防
止
と
よ
い
新
梢

（
春
枝
）
を
多
く
発
生
さ
せ
る
よ
う

な
整
枝
せ
ん
定
を
行
い
秀
品
率
の

向
上
に
努
め
安
定
生
産
を
図
ら
れ

た
い
。

い1

一
、
高
品
質
サ
イ
レ
ー
ジ
取
り
出
し

技
術
の
ポ
イ
ン
ト

サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
変
敗
す
る
と
、

可
消
化
養
分
が

10
％
前
後
減
少
す
る

だ
け
で
な
く
、
嗜
好
性
が
低
下
し
、

ま
た
、
乳
質
や
乳
量
が
低
下
す
る
と

と
も
に
、
繁
殖
障
害
な
ど
の
恐
れ
も

あ
る
。高

品
質
サ
イ
レ
ー
ジ
の
上
手
な
取

り
出
し
の
給
与
方
法
は
、

①
サ
イ
レ
ー
ジ
が
空
気
に
触
れ
る
時

間
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
（
で
ぎ

る
だ
け
早
く
取
り
出
す
）

②
一
回
の
取
り
出
す
厚
さ
は
、

20cm

以
上
が
望
ま
し
い
。

③
取
り
出
し
直
後
、
気
密
性
の
あ
る

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
、
ポ
リ
フ
ィ

ル
ム
等
で
、
サ
イ
レ
ー
ジ
に
含
ま

れ
て
い
る
空
気
を
除
き
な
が
ら
、

丁
寧
に
密
封
す
る
。

④
大
型
の
サ
イ
レ
ー
ジ
で
取
り
出
す

場
合
は
、
数
日
分
を
一
度
に
取
り

出
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
小
型
サ
イ

ロ
に
再
貯
蔵
し
て
、
小
分
け
し
て

給
与
す
る
。

⑤
二
次
発
酵
の
防
止
に
は
、
変
敗
部

分
を
取
り
出
し
た
後
、
プ
ロ
ピ
オ

ソ
酸
を
散
布
す
る
と
よ
い
。

2
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

5
日
（
火
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪

中
野

8

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

9
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成

正
山

12
日
（
火
）
久
保
・
広
常
の
一
部

15
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

18
日
（
月
）
広
常
・
影
地

19
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

22
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

25
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

27
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・
瓜
生
谷

30
日
（
土
）
下
、
中
、
上
敷
水
・
菟
野
尾

3
月
L
P
G
配
達
予
定

3
月
8
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
15
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
6
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
12
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
13
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
19
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
20
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
22
日
（
金
）
大
谷
方
面

3
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
27
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面
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第
四
十
三
回
成
人
式
を
、
一
月
十
五

日
（
成
人
の
日
）
に
公
民
館
で
、
新
成
人

二
十
九
人
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
式
典
を
行

い
、
そ
の
後
、
肱
川
中
学
校
長
の
佐
川

敬
先
生
に
「
出
会
い
に
生
き
る
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

d

以
下
は
、
佐
川
先
生
の
講
演
を
要
約

し
た
も
の
で
す
。

●
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
。
西
暦
二

0
0
0
年

す
ば
ら
し
い
出
会
い
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
い
た
佐
川
先
生

を
過
ぎ
る
と
、
世
界
一
、
六
十
五
才
以

上
の
お
年
寄
り
が
多
い
国
に
な
る
。
そ

の
頃
は
、
今
日
の
新
成
人
諸
君
は
、
働

き
盛
の
で
あ
り
、
二
人
又
は
ニ
・
五
人
で

お
年
寄
り
を
養
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
う
い
う
事
は
、
歴
史
上
か

つ
て
な
い
時
代
で
あ
り
、
確
実
に
日
本

に
や
っ
て
来
る
。
そ
う
い
う
時
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
志
の
高
い
、
や
さ
し
い
子
供
を

育
て
な
け
れ
ば
、
う
ば
捨
て
山
の
時
代

が
く
る
。

ま
た
、
日
本
の
若
者
は
不
満
は
十
分

持
っ
て
い
る
が
、
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
が

強
く
自
己
中
心
的
で
経
済
中
心
的
。
改

善
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
積
極

性
、
若
者
ら
し
さ
に
欠
け
る
。
最
近
の

若
者
は
、
ダ
メ
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

い
つ
の
時
代
だ
っ
て
、
そ
う
言
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
私
は
若
い
人
は
好
き

で
あ
る
。
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
な

が
ら
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
き

た
の
は
青
年
で
あ
る
。
私
の
周
囲
に
も
、

す
ば
ら
し
い
青
年
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
信
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う

言
わ
れ
る
の
が
実
態
で
あ
り
現
実
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
未
来
の
課
題
は
解
決
で

き
な
い
。
な
ぜ
、
自
分
本
位
で
世
の
中

の
た
め
に
つ
く
せ
な
い
の
だ
ろ
う
か
：
．
o

そ
れ
は
、
彼
ら
（
若
者
）
が
幸
福
で
な
い

か
ら
で
あ
る
。
幸
福
で
あ
る
こ
と
は
義

務
で
あ
る
。
人
間
は
幸
福
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
力
に
な
っ
て
、

世
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

●
本
当
の
幸
福
と
は
、
出
会
い
に
か
か
っ

て
い
る
。
い
い
出
会
い
、
深
い
出
会
い

を
す
る
こ
と
が
幸
せ
に
か
か
っ
て
い
る
。

出
会
い
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ま

ず
、
環
境
と
の
出
合
い
（
生
ま
れ
た
場

所
が
違
う
だ
け
で
ま
っ
た
く
人
生
が
か

わ
る
）
、
家
族
と
の
出
会
い
（
ど
う
い
う

親
の
も
と
で
生
ま
れ
る
か
、
ど
う
い
う

兄
弟
と
と
も
に
育
つ
か
で
人
生
は
か
わ

る
）
、
友
人
と
の
出
会
い
（
空
気
、
光
、

友
達
の
愛
の
三
つ
が
あ
れ
ば
、
気
を
落

と
す
な
・
ゲ
ー
テ
／
友
達
と
い
う
も
の

は
、
人
生
を
左
右
し
て
い
く
）
、
教
師

と
の
出
会
い
（
松
下
村
塾
で
吉
田
松
陰

と
教
え
子
達
と
出
会
い
・
教
育
界
の
奇

跡
）
、
書
物
と
の
出
合
い
、
言
葉
と
の

出
合
い
（
昔
の
人
は
、
座
右
の
銘
を
た

よ
り
に
人
生
の
支
え
と
し
て
努
力
し
た
）
、

異
性
と
の
出
会
い
（
恋
愛
と
は
美
し
ぎ

誤
解
で
あ
る
。
結
婚
と
は
惨
胆
た
る
理

解
で
あ
る
）
、
出
来
事
、
事
件
、
事
故

と
の
出
会
い
：
•
と
、
人
間
に
は
、
い
ろ

ん
な
出
会
い
が
あ
る
。
出
会
い
に
よ
っ

て
人
生
が
変
わ
っ
て
い
く
。

ど
の
よ
う
に
し
て
、
立
派
な
方
が
育
っ

て
来
た
か
。
そ
れ
は
そ
の
人
が
す
ば
ら

し
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。立

派
な
人
に
は
、
立
派
な
出
会
い
が

あ
る
。
し
か
し
、
神
様
は
公
平
で
あ
る
。

ど
の
人
に
も
出
会
い
を
用
意
し
て
い
る
。

大
抵
の
人
は
、
出
会
い
を
気
付
か
ず
に

通
り
過
ぎ
て
行
く
。
例
え
ば
蚕
は
葉
っ

ぱ
を
食
べ
て
生
糸
を
は
く
。
し
か
し
、

世
界
中
に
葉
を
食
べ
る
虫
は
何
千
種
類

も
い
る
が
、
皆
、
緑
色
の
糞
を
す
る
だ

け
。
人
間
だ
っ
て
、
同
じ
出
会
い
を
し

て
も
、
生
糸
を
は
く
蚕
に
な
る
人
と
緑

の
糞
を
す
る
人
に
分
け
ら
れ
る
。
生
糸

を
は
く
蚕
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
出

会
い
に
ひ
ら
め
く
も
の
を
、
自
分
で
育

て
、
本
当
の
出
会
い
を
求
め
る
努
力
を

す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
、
本
当
に

人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
努

カ
の
目
標
と
し
て
、
扇
谷
正
造
の
言
葉

で
「
本
を
読
め
物
事
を
鋭
く
観
察
せ

よ

人

の

話

を

よ

く

聞

け

な

る

た

け

大
勢
の
人
と
話
し
合
え
と
き
ど
ぎ
一

人
に
な
っ
て
モ
ノ
を
考
え
て
み
よ
」

「
葉
隠
」
よ
り
「
世
に
教
訓
す
る
人
は

多
し
、
教
訓
を
悦
ふ
人
は
少
な
し
。
況

し
て
教
訓
に
従
ふ
人
は
稀
な
り
。
年
三

十
も
越
え
た
る
者
は
教
訓
す
る
人
も
な

し
。
さ
れ
ば
教
訓
の
道
ふ
さ
が
り
て
、

我
が
儘
な
る
故
、
一
生
非
を
重
ね
愚
を

増
し
て
、
す
た
る
な
り
。
道
を
知
れ
る

人
に
は
、
何
卒
馴
れ
近
づ
き
て
教
訓
を

受
く
べ
き
事
な
り
。
」
と
い
う
教
え
が
あ

る。●
最
近
の
若
者
は
、
「
世
の
中
が
悪
い

か
ら
何
も
で
き
な
い
」
と
言
う
が
、
そ

れ
は
、
何
も
し
な
い
か
ら
、
世
の
中
が

悪
い
の
で
あ
る
。
何
か
を
は
じ
め
な
け

れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。
人
に
出
会
っ

て
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
何
か

を
考
え
、
何
か
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

K 

＿

「

も

と

も

と

は

俺

の

織

張

一

り
だ
。
だ
か
ら
、
取
り
返
し

一一一一

た
だ
け
の
こ
と
よ
！
」

一一一一~
布
施
院
親
分
は
居
直
っ
た
。

一[

「

そ

ん

な

非

道

は

、

今

の

世

一一~
の
中
じ
ゃ
通
ら
な
ね
え
！
」

と
、
げ
ん
こ
つ
を
振
り
上
げ

一一一一~
た
物
主
親
分
。
そ
れ
を
応
援

一一[
す
る
二
十
八
人
衆
。
こ
こ
に
砂
漠
の
大

一一[
泥
棒
退
治
が
始
ま
っ
た
。

一一[
喧
嘩
開
始
以
来
ひ
と
月
近
く
な
る
の

一一
i

に
、
勝
負
は
な
か
な
か
つ
き
そ
う
に
も

一．
な
い
。
「
盗
人
に
も
―
―
―
分
の
利
と
か
」
各

一一一一
i

地
に
後
押
し
の
声
も
出
て
ぎ
だ
し
た
。

~
布
施
院
親
分
も
頑
張
っ
て
い
る
。
物

一
i

主
親
分
も
後
に
は
引
か
な
い
、
大
変
な

一一i

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
i

泥
棒
と
言
え
ば
、
わ
が
町
の
花
泥
棒
。

一一~
鹿
野
川
大
橘
花
壇
の
パ
ン
ジ
ー
が
、
一

一i

本
、
二
本
と
抜
か
れ
て
、
も
う
十
数
本

一一~
も
や
ら
れ
て
い
る
。
抜
か
れ
た
花
の
苗

一
i

が
、
そ
の
辺
に
な
い
か
ら
、
持
っ
て
お

一一一[
帰
り
た
の
だ
と
思
う
。
い
い
花
を
咲
か

一[
し
て
く
だ
さ
い
と
願
う
の
み
。

一一~
一
本
二
本
持
っ
て
お
帰
り
る
の
は
、

i

ま
だ
可
愛
い
花
泥
棒
。
鹿
野
川
の
街
の

一一
i

中
、
道
路
端
の
プ
ラ
ソ
タ
ー
に
咲
く
花

~
を
、
プ
ラ
ソ
タ
ー
ご
と
車
に
積
ん
で
持
っ

~
て
帰
る
深
夜
の
花
泥
棒
は
、
ち
ょ
っ
と

~
腹
が
立
つ
。
私
の
家
な
ど
、
昨
年
か
ら

~
も
う
十
個
以
上
や
ら
れ
て
い
る
。

i

白
昼
堂
々
隣
の
国
を
盗
ん
だ
布
施
院

一一
i

親
分
よ
り
、
腹
の
底
は
き
た
な
い
か
も

i

し
れ
な
い
な
。
で
も
、
花
は
何
も
知
り

一一~
ま
せ
ん
。
い
い
花
咲
か
し
て
く
だ
さ
い
。

~
花
泥
棒
さ
ん
'
·

一一
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”
第
十
回
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
と
第
十

一
回
肱
川
駅
伝
大
会
を
一
月
二
十
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
曇
り
が
ち
で
、
雨
か

と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
選

手
は
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
あ
わ
せ
て
、
約

四
五

0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

肱
川
中
学
校
運
動
場
を
午
前
十
時
に
、

町
長
の
ピ
ス
ト
ル
で
駅
伝
と
マ
ラ
ソ
ン

が
、
同
時
に
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、
一
キ
ロ
、
ニ
キ

ロ
、
四
キ
ロ
、
七
キ
ロ
の
四
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
お
り
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

が
、
自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ
て
コ
ー
ス

選
び
を
し
て
、
一
生
懸
命
走
っ
て
い
ま

し
た
。駅

伝
大
会
は
、

一
般
、
中
学
生
、
高

校
生
が
六
区
間
・
十
五
キ
ロ
に
三
十
六

因しヽ甜ll
450人が完走

駅伝大会第3中継所（特産センター前）

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

一
般
の
部
に
お
い

て
は
、
分
館
・
職
場
か
ら
九
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
、
好
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
川
上
走
友
会
チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
雨
が
降
る
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ソ
ト
が
あ
り
、
会
場
は
肱
川
中

学
校
体
育
館
に
移
動
を
し
、
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
最
後
ま

で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
選
手
の
交
通
安
全
の
た
め
に
、

警
察
官
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん
、
そ
れ
に
記

録
・
集
計
を
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
、

女
子
青
年
団
員
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1 1 1 ... ...  
06 05 03 ...  ...  
22 49 36 

男
子
の
部

一

位

肱

中

野

球

B
o
:
5
1
:
17

一

位

分

校

A
0
:
5
1
:
58

二
位

肱

中

テ

ニ

ス

男

A
0
:
5
3
:
2
8

一
般
の
部

タ
イ
ム

一
位

二
位

三
位

一
般

高
校
生

小
学
生

高
校
生

小
学
生

4
k
m
コ
ー
ス
一
位

松
中
秀
夫
（
分
校
教
頭
）

児
玉
直
子
（
正
山
小
教
員
）

大

下

恵

（

分

校

3
年）

山
田
智
巳
（
正
山
小

5
年）

村
本
美
由
紀
（
新
谷
小
6
年）

7
k
m
コ
ー
ス
一
位

村
本
知
律
（
正
山
小
教
員
）

矢
野
光
則
（
分
校
1
年
生
）

池

田

誠

（

予

子

林

小

6
年）

村
田
志
麻
（
正
山
小
6
年）

（
時
間
：
分
・
・
秒
）

川

上

走

友

会

0
:
5
5
:
5
2

川

上

支

署

0
:
5
7
:
1
0

岩

谷

分

館

0
:
5
8
:
2
7

女
子
の
部

一

位

肱

中

バ

レ

l

A

二
位

II

バ
レ

l

C

三
位

II

ブ
ラ
ス
バ
ソ
ド
A

一
般

二
月
三
日
朝
は
大
変
な
霜
で
寒

か
っ
た
が
、
小
学
校
の
学
藝
会
が

開
か
れ
て
、
午
前
中
寒
い
の
に
可

愛
い
子
供
達
が
、
一
生
懸
命
に
、

音
楽
や
ら
踊
り
や
ら
、
と
演
じ
る

姿
に
、
小
さ
い
の
に
良
く
も
皆
揃
っ

て
や
れ
る
事
と
感
心
し
乍
ら
、
拝

見
さ
せ
て
も
ら
い
、
午
後
は
地
区

の
皆
さ
ん
の
演
藝
を
見
せ
て
戴
き

楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

私
達
が
学
校
へ
通
っ
て
い
た
頃

は
、
も
っ
と
冬

事

は
雪
が
多
く
て
、

学
藝
会
の
練
習

を

す

る

頃

は

毎

二

つ

日

降

っ

て

い

た

り

想

ー
頃

様
だ
っ
た
が
と
、

思
い
出
し
た
り

2

し

て

、

見

せ

て

く

の

も

ら

う

。

比

先
日
も
、h

t
[
〗ぶ

を
見
て
い
て
、

子
供
の
頃
を
思
い
出
し
て
、
あ
の
頃

は
、
両
親
も
元
気
で
楽
し
か
っ
た
ナ
ァ

．．
．
 
と
思
い
乍
ら
、
子
供
も
あ
の
頃
な

ら
ま
だ
、
親
の
想
う
ま
ま
に
な
っ
て

く
れ
る
が
、
今
後
も
幸
せ
に
暮
ら
し

て
ゆ
か
れ
る
と
良
い
が
と
思
う
。

た
し
か
に
今
の
世
は
物
が
、
あ
り

過
ぎ
て
、
親
も
子
も
、
あ
ま
り
に
も

忙
し
過
ぎ
て
、
ゆ
っ
く
り
親
子
が
話

し
合
う
事
も
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
更
テ
レ
ビ

や
、
洗
濯
機
の
な
い
生
活
に
と
云

う
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

か
ら
若
く
は
な
れ
な
い
け
れ
ど
、

身
体
も
心
も
健
康
で
、
少
し
で
も

楽
し
く
過
ご
し
て
行
け
る
様
に
と

思
い
、
昨
年
の
十
月
か
ら
、
体
操

の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
戴
い
て
一

週
間
に
一
度
の
会
を
楽
し
み
に
続

け
て
い
ま
す
。

雪
の
少
な
い
冬

な
の
で
、
夜
出

か
け
て
も
、
苦

子

に
な
ら
ず
、
帰

美

谷

下

り

に

は

身

体

が

気
持
ち
良
く
な

生

山

瓜

る
様
で
こ
れ
か

ら
も
出
来
る
限

り
続
け
様
と
思
っ

，
 

て
い
ま
す
。

.‘

‘
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低

疲
れ
る
と
腰

痛
で
、
あ
ち
こ

さ
ん
へ
、
通
っ

b

ち
の
、
お
医
者

ヽ

て
い
た
の
が
、

行
か
な
く
て
も
良
く
な
っ
て
、
今

年
の
冬
は
楽
に
過
ご
せ
る
様
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
楽
し
み
乍
ら
暮
ら

す
事
を
考
え
様
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
天
的
に
育
て
て
く
れ
た
親
に

感
謝
し
な
く
て
は
、
等
と
此
の
頃

想
っ
て
い
ま
す
。

※
次
回
は
、
嘉
城
の
中
岡
芙
美

恵
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
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広
見
町

わ
た
し
の
生
き
て
き
た
道
（
後
編
）

昭
和
五
十
四
年
、
自
衛
隊
を
退
職
と
同

時
に
郷
里
で
あ
る
広
見
町
に
帰
っ
て
参

り
ま
し
た
。

三
人
の
子
供
が
、
あ
る
小
学
校
に
転
校

し
ま
し
た
。
そ
の
学
校
は
、
文
部
省
の

＂
同
和
教
育
推
進
指
定
校
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
学
校
の
取
り
組

み
の
中
で
、

P
T
A
の
一
員
と
し
て
、

私
も
渦
の
中
へ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
当
時
の
私
は
、
「
同
和
」

と
い
う
言
葉
が
、
非
常
に
嫌
で
た
ま
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
聞
く
の
が
嫌
で
し

た
。
昔
で
い
う
賤
称
語
そ
の
も
の
だ
と
、

私
は
思
い
ま
し
た
。
学
校
で
参
観
日
が

あ
り
、
そ
の
後
、
体
育
館
で
同
和
教
育

の
講
浪
が
あ
る
時
な
ど
、
私
は
、
そ
そ

く
さ
と
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
学
校
を
去
っ

て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
を
見
つ
め
た
校
長
先
生
や
同
和
教

育
推
進

9
先
生
か
ら
、
私
に
同
和
教
育

関
係
の
書
類
や
本
を
、
こ
れ
を
読
む
よ

う
に
と
押
し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
本
を
め
く
る
の
も
嫌
な
気
持
ち
で

し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
熱
心
に
勧
め
て

い
た
だ
け
る
先
生
の
気
持
ち
も
察
し
て
、

少
し
ず
つ
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
無
我
夢
中
に
な
っ

て
ぎ
ま
し
た
。
同
和
教
育
の
資
料
や
本

を
、
次
か
ら
次
と
読
ん
で
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
同
和
教
育
や
学
習
会
に

は
、
疲
れ
て
い
て
も
必
ず
参
加
を
し
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ぎ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
「
部
落
に
生
ま
れ

た
こ
と
は
運
命
で
あ
り
、
そ
こ
で
生
ま

れ
た
こ
と
で
嫌
な
思
い
を
し
た
り
差
別

を
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
は
も
う
し
か
た

の
な
い
私
の
宿
命
な
ん
だ
。
そ
こ
に
生

ま
れ
た
自
分
が
悪
い
ん
だ
。
運
が
悪
か
っ

た
ん
だ
。
」
そ
う
あ
き
ら
め
て
生
き
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
本
を
見

て
も
、
ど
の
書
類
を
見
て
も
、
差
別
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
見
当
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
差
別
さ
れ
る
理
由

は
、
な
い
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
と
き
、

「
こ
の
問
題
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
な
い
。
」

そ
う
思
い
ま
し
た
。
「
三
人
の
子
供
た

ち
に
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
私
の
人

生
の
嫌
な
一
面
を
味
わ
わ
せ
て
な
る
も

坂

本

市

郎

先

生

第

二
回
熱
き
風

心
を
開
く
人
権
集
会
か
ら

の
か
。

三
人
の
子
供
の
代
に
ま
で
、

こ

み
に
く

の
醜
い
差
別
を
残
し
て
な
る
も
の
か
。

っ

引
ぎ
継
い
で
な
る
も
の
か
。
」
そ
う
思
っ

た
と
き
、
私
は
、
こ
の
問
題
に
正
面
か

ら
ぶ
ち
当
た
っ
て
行
こ
う
と
決
心
を
い

た
し
ま
し
た
。

部
落
の
つ
く
ら
れ
た
歴
史
を
学
び
、

そ
し
て
学
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、

過
ぎ
去
っ
た
自
衛
隊
の
二
十
二
年
間
が
、

悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
貧
し
い
が
故
に
、
貧
乏
が
故
に
差
別

は
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
金
を
た
め
よ
う
。
」

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
私
は
、
こ
の
自

衛
隊
の
二
十
二
年
間
、
貯
蓄
に
も
専
念

い
た
し
ま
し
た
。
「
ム
ダ
、
ム
リ
、
ム

ラ
、
ム
キ
。
」
こ
の
四
ム
の
原
則
を
守

り
、
そ
し
て
、
貯
蓄
に
専
念
を
し
た
の

か
わ

で
す
。
訓
練
の
時
、
の
ど
が
渇
き
、
汗

を
か
ぎ
、
そ
し
て
そ
の
後
、
友
達
は
売

店
で
牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
と
ぎ
、
私
は
、

隠
れ
る
よ
う
に
し
て
水
道
の
蛇
口
に
ロ

を
つ
け
、
の
ど
の
渇
き
を
い
や
し
た
こ

と
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

た
く
わ

そ
の
よ
う
な
形
で
蓄
え
た
金
が
、
あ

る
額
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

金
の
力
で
、
差
別
さ
れ
な
い
で
は
済
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
差
別
は
、
貧
困
が
原

因
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
貧
し
い
か

ら
差
別
を
受
け
る
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
私
の
考
え

方
の
問
違
い
に
本
を
見
た
り
学
習
を
す

る
中
で
、
一
っ
ず
つ
気
づ
い
て
い
き
、

自
分
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
学
習
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
、
私
は
十
数
年
前
、
妻
に
ふ
る

さ
と
が
あ
ば
か
れ
て
、
畳
に
頭
を
つ
け

る
よ
う
に
し
て
詫
び
る
し
か
な
か
っ
た

あ
の
み
じ
め
な
自
分
の
姿
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
「
詫
び
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

結
婚
す
る
前
に
、
部
落
の
生
ま
れ
で
す

と
い
う
必
要
も
な
け
れ
ば
、
別
に
隠
す

必
要
も
な
い
。
」
と
、
思
え
て
き
ま
し

た
。
い
て
も
立
っ
て
も
い
れ
ず
、
私
は

そ
の
事
で
妻
と
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

「
あ
の
時
、
お
前
に
詫
び
た
こ
と
、
あ

れ
は
撤
回
す
る
か
ら
な
。
取
り
消
す
か

ら
な
。
そ
の
理
由
は
、
私
の
口
か
ら
は

言
わ
な
い
。
自
分
で
学
ん
で
、
自
分
の

カ
で
理
解
し
て
く
れ
。
そ
れ
が
、
お
前

の
た
め
だ
し
、
三
人
の
子
供
の
た
め
だ

か
ら
…
。
」

そ
う
、
話
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
妻
も
、
こ
の
問
題
に
は
、

特
に
真
剣
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

同
和
教
育
や
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

互
い
に
家
に
持
ち
帰
り
、
そ
し
て
家
庭

の
中
で
二
人
で
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
私
と
妻

と
の
話
し
合
い
の
中
に
、
三
人
の
子
供

た
ち
も
口
を
は
さ
む
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
子
供
を
含
む
家
族
ぐ
る
み
で

の
同
和
教
育
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
一
年
ほ
ど

過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
あ
る
夜
の
こ
と
で

し
た
。
妻
が
私
に
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
が
、
部
落
出
身
で
あ
っ
た
こ

げたて問和うもこ大こ中た手す のれ長おとずよと T1
でわ‘妻教思のれ切のが°を゜立かい父でかかを l
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私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
人
間
と
し
て

生
を
受
け
、
そ
し
て
自
分
と
い
う
一
人

の
存
在
や
自
分
の
生
ま
れ
た
所
、
こ
れ

ほ
こ

ま
で
の
生
立
ち
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き

て
行
く
、
こ
の
こ
と
は
、
極
め
て
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
自
分
の
誇
り
を
間
違
っ
た
と
ら
え

方
を
す
る
人
が
ま
だ
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
が
、
差
別
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

人
を
見
下
げ
る
こ
と
で
、
他
人
を
低
く

見
る
こ
と
で
自
分
が
勝
っ
た
よ
う
な
、

自
分
が
偉
く
な
っ
た
よ
う
な
、
人
の
弱

点
を
つ
つ
く
こ
と
で
、
ふ
と
安
心
を
す

る
と
い
う
醜
い
心
が
、
私
た
ち
の
心
の

中
に
あ
り
ま
す
。
自
分
よ
り
弱
い
者
、

劣
っ
て
い
る
者
、
身
体
に
不
自
由
の
あ

“
る
人
を
と
ら
え
て
優
越
感
を
味
わ
う
と

い
う
醜
い
心
が
、
私
た
ち
の
心
奥
深
く

に
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
人

間
の
心
の
中
の
醜
い
一
面
を
巧
み
に
利

用
し
て
、
「
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見

て
暮
ら
せ
」
と
分
裂
支
配
の
論
理
で
、

支
配
階
級
で
あ
っ
た
武
士
が
、
農
民
を

支
配
し
て
い
ぎ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

武
士
が
農
民
か
ら
年
貢
を
取
り
立
て
る

こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
武
士
は
、

農
民
よ
り
低
い
身
分
の
人
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
を
、
山
の
日
陰
の

所
、
川
の
ほ
と
り
、
人
と
し
て
住
む
所

に
適
当
で
な
い
よ
う
な
所
に
住
ま
わ
せ
、

一
定
の
職
業
を
押
し
つ
け
、
苦
し
く
な

る
よ
う
に
と
追
い
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
武
士
は
農
民
に
、

「
お
前
た
ち
は
、
あ
の
よ
う
な
み
じ
め

な
思
い
は
し
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
な
ら

ば
米
を
作
れ
。
そ
し
て
、
年
貢
を
納
め

よ
。
お
前
た
ち
は
、
武
士
の
次
に
偉
い

の
だ
。
」

そ
う
言
い
聞
か
せ
、
農
民
も
ま
た
、
苦

し
け
れ
ば
苦
し
い
ほ
ど
、
つ
く
ら
れ
た

低
い
身
分
の
人
た
ち
の
そ
の
姿
を
見
な

が
ら
、
「
あ
い
つ
ら
よ
り
は
ま
し
だ
。
」

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
年
貢

を
取
り
立
て
ら
れ
る
そ
の
苦
し
さ
を
、

上
を
見
る
こ
と
な
く
下
を
見
る
こ
と
で

い
や
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
我
慢
を

し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
、
頭

が
良
く
て
賢
く
て
天
下
を
取
っ
た
、
そ

う
し
た
秀
吉
の
策
略
に
ま
ん
ま
と
引
っ

か
か
っ
た
の
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

幕
藩
体
制
の
身
分
制
度
だ
っ
た
の
で
す
。

も
っ
と
も
厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

の
部
落
差
別
の
起
源
が
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

全
く
い
わ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の

で
す
。
広
見
町
で
も
、
こ
の
問
題
解
決

へ
の
行
政
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
広
見

町
の
中
で
、
私
の
家
庭
に
大
き
な
問
題

が
持
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

長
男
が
、
高
校
二
年
に
な
っ
た
時
で

し
た
。
子
供
は
、
学
校
の
近
く
の
駅
の

構
内
で
友
達
と
ベ
ソ
チ
に
腰
を
下
ろ
し
、

そ
し
て
、
列
車
の
来
る
ま
で
雑
談
を
繰

り
返
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
ヘ
一
人

の
中
年
の
男
性
が
近
づ
い
て
来
て
、
座
っ

て
い
る
子
供
た
ち
の
前
に
立
ち
止
ま
り
、

そ
の
方
は
、
し
ば
ら
く
子
供
た
ち
の
名

札
を
見
て
お
り
ま
し
た
。

「
お
前
、
坂
本
言
う
ん
か
。
」

「
は
い
。
」

「
お
前
、

0
0地
区
じ
ゃ
ろ
。
お
前
、

こ
れ
だ
ろ
。
」

そ
う
言
う
な
り
、
右
手
を
差
し
出
し
、

四
本
の
指
を
示
し
ま
し
た
。
子
供
は
、

急
に
示
さ
れ
た
そ
の
四
本
の
指
の
し
ぐ

さ
が
、
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
の
時

は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
無

視
し
て
、
ま
た
友
達
と
雑
談
を
繰
り
返

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
そ
の

人
は
、
子
供
た
ち
の
前
を
立
ち
去
ろ
う

と
せ
ず
、
今
度
は
、
大
き
い
声
で
、

「
お
前
、
エ
タ
じ
ゃ
ろ
。
」

そ
う
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
子

供
は
、
先
ほ
ど
示
さ
れ
た
四
本
の
指
の

し
ぐ
さ
は
、
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
と

そ
う
理
解
で
ぎ
た
の
で
す
。
カ
ー
ッ
と

頭
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
高

い
石
垣
が
、
音
を
立
て
て
崩
れ
落
ち
る

よ
う
な
、
そ
う
し
た
思
い
の
中
に
無
意

識
の
う
ち
に
立
ち
上
が
り
、
手
に
力
が

入
り
ま
し
た
。
「
柔
道
使
っ
ち
ゃ
い
か

ん
。
柔
道
使
っ
ち
ゃ
い
か
ん
。
」
先
生

の
声
が
、
そ
う
頭
の
中
で
聞
こ
え
ま
し

た
。
自
分
で
も
力
の
入
っ
た
そ
の
手
に

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

「
柔
道
を
使
う

ま
い
。
柔
道
を
使
っ
た
ら
、
同
じ
部
活

の
も
の
、
同
僚
、
学
校
全
体
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
。
」
そ
う
思
っ
て
い
る

う
ち
、
横
で
友
達
が
手
を
引
っ
張
っ
て

何
か
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉

は
聞
き
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
、
ふ
と
、
自
分
に
返
っ
た
と
き
、

駅
構
内
の
全
て
の
人
が
自
分
を
注
目
し

か
よ
い
合
う
心
と
心
あ
た
た
か
い

肱
川
町

一

年

冨

永

あ

か

ね

1
1

人

権

標

語

II

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
「
こ
の

場
を
離
れ
よ
う
。
離
れ
ん
と
自
分
が
わ

か
ら
な
く
な
る
。
」
そ
う
思
っ
た
子
供

は
、
友
と
別
れ
て
家
に
向
か
い
ま
し
た
。

帰
っ
て
来
る
な
り
、
私
に
そ
の
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。

「
そ
う
か
、
そ
の
人
を
す
ぐ
に
探
し
に

行
こ
う
。
」

顔
色
を
変
え
た
私
を
見
た
子
供
は
、

「
お
父
さ
ん
、
け
ん
か
を
し
た
ら
い
か

ん
ぜ
。
」

そ
う
言
い
ま
し
た
。

「お

父
さ
ん
が
け
ん
か
を
す
る
か
。
お

前
さ
え
、
つ
ら
い
の
を
我
慢
し
て
帰
っ

て
来
た
じ
ゃ
な
い
か
。
ほ
っ
て
お
い
た

ら
、
お
前
と
同
じ
つ
ら
い
思
い
を
、
そ

の
人
は
ま
た
誰
か
に
す
る
じ
ゃ
ろ
。
そ

れ
を
止
め
に
行
く
ん
だ
。
お
父
さ
ん
に

は
、
そ
れ
を
止
め
に
行
く
義
務
が
あ
る
。
」

子
供
を
、
そ
う
な
だ
め
て
車
を
飛
ば
し

ま
し
た
。
サ
ソ
ダ
ル
を
は
い
た
一
見
土

木
作
業
員
風
だ
っ
た
と
い
う
そ
の
人
の

姿
を
頭
に
描
ぎ
な
が
ら
、
駅
は
も
ち
ろ

ん
町
中
探
し
続
け
ま
し
た
が
、
発
見
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
り

の
車
の
中
、
子
供
は
、

「
同
和
教
育
を
自
分
な
り
に
一
所
懸
命

や
っ
て
き
た
つ
も
り
な
の
に
、
差
別
を

面
と
く
ら
っ
た
と
き
、
ぼ
く
は
そ
の
人

に
ニ
―
―
口
も
言
え
な
か
っ
た
。
何
も
言
え

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
情
け
な
い
自
分
に

腹
が
立
つ
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
握
り
し
め
た
こ
ぶ

し
を
車
に
打
ち
つ
け
て
お
り
ま
し
た
。

私
も
、
子
供
の
そ
う
い
っ
た
胸
の
中
の

苦
し
さ
は
、
運
転
を
し
な
が
ら
伝
わ
っ

て
ぎ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
静
ま
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。
部
屋
に
入
る
な
り
、
下

の
弟
が
、

「
お
父
さ
ん
、
同
和
問
題
を
家
族
ぐ
る

み
で
し
て
き
た
の
に
、
差
別
を
防
ぐ
こ

と
で
ぎ
な
か
っ
た
な
あ
。
」

こ
れ
も
ま
た
、
私
に
も
苦
し
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
こ
の
時
だ

け
は
、
本
当
に
激
し
い
腹
立
ち
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
世
に
、
人
間
と
し
て
の

ル
ー
ル
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
世
に
、

人
間
と
し
て
治
安
が
な
か
っ
た
ら
、
こ

の
世
に
、
警
察
が
い
な
か
っ
た
ら
：
・
…

私
も
、
そ
ん
な
に
、
本
当
に
怒
り
を
感

じ
ま
し
た
。
「
差
別
を
受
け
た
者
の
、

そ
の
苦
し
み
や
そ
の
悲
し
み
を
そ
の
人

に
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
差
別

を
す
る
こ
と
が
悪
い
こ
と
で
あ
り
、
罪

を
犯
し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
な
ん
だ
と
、

そ
う
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
私

は
絶
対
見
の
が
し
は
し
な
い
。
絶
対
探
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し
出
す
。
」
子
供
に
も
、
そ
う
約
束
を

し
ま
し
た
。

仕
事
の
合
間
を
見
な
が
ら
探
し
ま
し

た
。
仕
事
を
終
え
て
か
ら
も
暗
く
な
る

ま
で
、
子
供
が
言
っ
た
そ
の
人
の
姿
を

頭
に
描
ぎ
な
が
ら
、
名
も
知
ら
な
い
そ

の
人
を
探
し
続
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
幾
日
た
っ
た
か
覚
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
日
の
こ
と
、
そ

の
人
ら
し
き
人
物
を
発
見
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
、
そ
の
人
の
後
を
つ
け
て
行

き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
あ
る
酒
場
に

入
り
、
酒
を
飲
み
始
め
ま
し
た
。
私
は

急
い
で
学
校
に
行
き
、
柔
道
の
部
活
を

し
て
た
子
供
を
連
れ
て
、
そ
の
人
を
見

さ
せ
ま
し
た
。
間
違
い
の
な
い
そ
の
人

で
し
た
。
私
は
、
店
に
入
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
店
の
中
で
大
声
で

‘
笑
い
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
楽
し
ん
で
い

る
お
客
さ
ん
が
、
ほ
か
に
も
お
り
ま
し

た
。
「
せ
っ
か
く
金
を
出
し
て
酒
を
飲

ん
で
楽
し
い
思
い
を
し
て
い
る
そ
の
人

た
ち
に
、
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
。
」

そ
う
思
っ
た
と
き
、
私
は
、
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
待
っ
た
ん
だ
、
も
う
少
し
待
て

な
い
こ
と
は
な
い
、
い
き
り
立
つ
胸
を

押
さ
え
て
、
私
は
外
へ
出
て
行
き
ま
し

こ
。t
 長

い
時
間
で
し
た
。
回
り
は
も
う
、

真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
再

び
、
そ
の
人
の
後
を
つ
け
て
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の
家
を
確
か
め

ま
し
た
。
す
ぐ
近
く
の
人
に
、
そ
の
人

の
名
前
と
住
所
を
聞
き
出
し
、
そ
の
こ

と
を
広
見
町
社
会
教
育
課
同
和
対
策
広

見
町
支
部
に
報
告
を
し
て
、
そ
の
人
に

対
す
る
事
後
の
指
導
を
一
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
被
差
別
体
験
を
と
お

し
て
、
そ
う
し
た
子
供
の
被
差
別
体
験

の
中
で
、
そ
の
後
の
話
し
合
い
が
も
た

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
点
を
、
私

な
り
に
少
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。
私
は
、
広
見
町
に
帰
り
、
学
校

P

T

A
の
場
、
一
般
社
会
の
場
、
私
た
ち
対

象
地
域
に
お
け
る
学
習
の
場
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
を
し
、
部
落
の
つ
く
ら
れ

た
歴
史
を
学
び
、
差
別
の
不
当
性
や
不

合
理
性
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

私
た
ち
と
し
て
は
ど
う
学
習
を
進
め
て

い
け
ば
い
い
の
か
、
地
区
内
外
の
学
習

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
私
な
り
に

考
え
、
実
行
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

人
様
か
ら
後
ろ
指
を
指
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
正
し
く
生
き
て
行
こ
う
、
こ
れ
ま

で
、
差
別
に
苦
し
ん
で
き
た
私
た
ち
だ

か
ら
、
そ
の
本
当
の
苦
し
さ
を
知
っ
て

い
る
私
た
ち
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
苦

し
い
思
い
を
人
様
に
は
さ
せ
て
は
な
ら

ぬ
と
、
家
族
の
者
に
も
そ
う
教
え
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
差
別
は
、

こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
瓢
り
や
思
い
を
、

さ
ら
に
学
習
に
よ
っ
て
培
っ
て
き
た
こ

の
自
信
を
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
無
残
に

踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
差
別

を
受
け
た
者
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
、

人
様
の
前
で
言
葉
で
、
ニ
―
―
口
で
表
現
で

き
る
よ
う
な
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
、
本
日
の

肱
川
町
の
皆
様
方
に
は
知
っ
て
頂
き
た

い
、
分
か
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
話
し
合
い
の
中
で
、

そ
の
方
は
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
あ
の
時
私
は
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て

む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
言
っ
た
り
し
た
だ
け
で
、
深
い
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

そ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
四
本
指
を
出
し
、

差
別
発
言
を
す
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け

相
手
を
傷
つ
け
、
罪
な
こ
と
で
あ
る
か

考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く

し
た
と
ぎ
、
私
の
耳
に
こ
ん
な
こ
と
が

聞
こ
え
て
参
り
ま
し
た
。

「
あ
の
人
は
、
ち
ょ

っ
と
言
っ
た
だ

け

な
の
に
、
部
落
の
人
は
大
げ
さ
に
騒
が

な
く
と
も
：
・
…
°
糾
明
だ
の
糾
弾
だ
の

し
な
く
て
も
：
・
・
:
。
」

と
い
う
よ
う
な
、
差
別
を
し
た
人
を
、

悪
い
こ
と
を
し
た
人
を
擁
護
す
る
よ
う

な
、
そ
う
し
た
回
り
の
人
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
て
き
た
と
き
に
は
、
本
当
に
さ

み
し
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
私
の

家
族
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
同
和
教
育
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
本
当
に
救

わ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
長
男
は

当
時
、
北
宇
和
高
等
学
校
で
柔
道
部
に

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
体
重
も
、
私

に
似
合
わ
ず
百
キ
ロ
を
は
る
か
に
越
え

て
お
り
ま
し
た
。
も
し
、
あ
の
時
、
相

’

ふ
る

手
に
暴
力
を
奮
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
け

が
を
さ
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
小
柄
な
そ

の
人
に
柔
道
を
使
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
、
差
別
が
不
当
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
暴
力
を
振
っ
て
し
ま
え
ば
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
自
身
に
置
き

換
え
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い

ま
す
。
警
察
問
題
、
入
院
、
そ
し
て
そ

の
人
に
対
す
る
保
障
、
私
の
家
族
や
家

庭
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
自
身
、

家
族
ぐ
る
み
で
差
別
に
負
け
な
い
強
い

精
神
力
を
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
そ
う
感
じ
て
お
り
ま
す
。

「
自
分
が
大
切
な
ら
人
を
大
切
に
す
る
。

自
分
の
命
が
大
事
な
ら
、
ま
た
、
人
の

命
を
大
事
に
す
る
。
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
物
事
を
考
え
て
い
く
。
」
こ
の
人
権

教
育
を
、
人
ご
と
で
な
く
自
分
の
た
め

の
教
育
だ
と
、
早
く
気
づ
き
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
、
そ
し
て
、
人
を
見
下
げ
た

り
、
人
の
弱
点
を
つ
つ
く
こ
と
で
、
何

と
な
く
安
心
を
す
る
、
そ
う
し
た
自
分

の
中
の
醜
い
心
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
、
そ
し
て
、
自
分
の
心
の
中
か
ら
、

そ
う
い
っ
た
醜
い
点
を
取
り
除
い
て
ほ

し
い
、
私
は
こ
の
こ
と
を
、
多
く
の
方
々

に
声
を
大
に
し
て
訴
え
て
い
き
た
い
、

そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
肱
川
町
の
皆
様
方
の
前
で
、

私
の
全
て
を
話
し
ま
し
た
。
け
っ
し
て

こ
の
よ
う
な
話
、
言
い
た
く
て
、
嬉
し

く
て
話
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
人
様
の
前
で
、
言
い
た
く
な

い
家
庭
内
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
が
、
二
十
一
世
紀
に

残
さ
れ
て
い
か
な
い
た
め
に
も
、
引
き

継
が
れ
て
い
か
な
い
た
め
に
も
、
あ
え

て
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

人
間
が
人
間
と
し
て
、
人
が
人
と
し

て
、
住
み
よ
い
社
会
を
、
住
み
よ
い
肱

川
町
を
皆
様
方
の
力
で
築
い
て
い
た
だ

き
た
い
、
そ
の
こ
と
を
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
言
葉
を
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
寒
い
中
本
当
に
御
静
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（完）

同
和
問
題
学
習
の
授
業

子
供
た
ち
は
正
し
い
人
権
意
識
を

身
に
つ
け
て
い
く
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学 級 生 募 集

お四国学級第 11組

平成 3年度開設の「お四国学級第11組」の学

級生を次のとおり募集します。

0対象

0 目的

町内の55オ以上の男女

四国88ヶ所を廻って心を洗いながら、

四国内の主な文化財や地理、これか

らの生きがいについて研修します。

0主催肱川町公民館

0定員 20名

0実施時期平成 3年 9月

0 申し込み方法

電話で公民館までご連絡ください。

(34-2307) 

締め切り 3月30日

熱弁を振う小浜さん

精
f
↓
っ

元
漫
才
師
で
、
今
は
タ
レ
ン
ト
と
し

て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
、
海
原
小
浜
さ
ん
を
迎
え
て
、
第

八
回
文
化
講
演
会
（
商
工
会
、
文
化
協

会
、
公
民
館
主
催
）
を
、
一
月
二
十
九

日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

「
母
親
の
愛
情
で
も

っ
と
子
供
を
叱

り
な
は
れ
」
と
題
し
た
講
演
は
、
ま
ず

「
漫
才
界
の
百
恵
で
す
」
か
ら
始
ま
り
、

お
な
じ
み
の
大
阪
弁
か
ら
次
々
と
飛
び

だ
す
ユ
ー
モ
ア
と
、
鋭
く
訴
え
る
内
容

第
八
回

文化講演会
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そ
れ
ぞ
れ
真
剣
な
対
局

新

春

と
で
、
聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

子
供
が
こ
れ
か
ら

人
と
し
て
生
き
て
い

く
上
で
、
親
が
子
供

に
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
子
供

に
対
し
て
ど
う
接
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
を
、
自
分
の
生

き
ざ
ま
を
通
し
て
、

強
く
、
熱
っ
ぽ
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

親
は
子
に
身
を
持
っ

て
教
え
る
べ
ぎ
だ
と
。

0

二
位

0

三
位

(
B
ク
ラ
ス
）

0

一
位
（
文
化
協
会
長
杯
）

橋
本

源
田

成
登

福
矩

一
雄

光
義

(
A
ク
ラ
ス
）

0

一
位
（
町
長
杯
）
拷
本
好
勝

0

二
位

松

江

良

平

0

三

位

福

田

哲

秋

囲

碁

大

会
第
三
回
新
春
囲
碁
大
会
を
、
一
月
十

三
日
（
日
）
に
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
勝
負
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

満員の会場、女性が多く見受けられた

文
化
協
会
の
芸
能
部
門
発
表
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●

日

時

平
成
三
年
三
月
十
日
（
日
）

正
午
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

●

場

所

肱

川

町

公

民

館

●

内

容

詩
吟
・
舞
踊
・
詩
舞
・
民
謡
・
三
味

線
・
大
正
琴
・
琴
・
歌
謡
曲
・
演
劇
・

そ
の
他

展
示
部
門
発
表
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

お
近
く
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●

期

間

平
成
―
―
―
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

●

場

所

肱

川

町

公

民

館

●

内

容

絵

画

・

書

道

・

写

真

・

俳
句
・
川
柳
•
そ
の
他

含

0

二
位

0

三
位

(
C
ク
ラ
ス
）

0

一
位
（
公
民
館
長
杯
）畦

崎
東山

下

光和
博穂男
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月 の “ 行
事 予 定 表

3 
1 ．肱川町防災の日 17 ．肱川中学校卒業式

1 ・防火パレード 中旬 •町議会定例会

5 ・行政相談 22 ・定例部落長会

5、20 ・心配ごと相談 25 •町内各小学校卒業式（幼稚園）

8 ・陽春院大般若 25 •お神楽（月野尾）

月． 11 ・農業委員会 28 ・税金等出張受入れ

3/26~4 / 7 小中学校春休み

3月の日曜，？祝日当直医
日 —・ー 当 直 ..ー屯医 電 話

u 3 日 ·--高 •（ふ-武橘十崎 医 町）院 44- 2010 

（日） 松
（大尾沙卜［、市医中 村 ）

院 24- 5803 

1 0 日 佐（々五木十整崎形町外）科 43- 0101 

（日） 池
（大洲田I市 東 医大、洲）

院 24-3100 

1 7 日
苗Eヨ

内根子医町 ） 
院 44- 2801 （ 

（日） 清
（大洲家I市 東 医大洲I)

院 24 - 6868 

2 1 日 芳（我内外子科町医）院 44- 2560 

（木） 泉
（大洲I市医東大洲I)

院 24 - 6407 

2 4 日
堀 J 11 

子医町）
院 43- 0555 （ 内

（日） 松
（大元洲I市医中 村 ）

院 24 - 3067 

3 1 日
，玉．． 

内来子 医町 ） 院 44- 2248 
（ 

（日） 石（大川洲市若医 宮）
院 24- 3306 

※変更になる場合がありますので前もって連絡 してから
お出かけ下さい。

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 苧甲 話

月 ． 火 大洲市立病院
24- 2151 

（大洲I市大洲）

水
力日 戸 病 院

24- 5101 
（大 、洲市 若宮）

木～日
大洲中央病院

24- 4551 
（大、洲市東大沙1、I)

午
前

10
時
？

午
後

2
時

3
月
1
4
日（木）
一中
津
集
会
所

一

日

程

一
場

所

一
時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

時

間

午
前
10
時
？

10時

30
分

3
月
7
日（木）
一正
覚
集
会
所

日

程

場

所

◎
健
康
相
談 日
。
日

◎
3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月
15
日
（
金
）

（
出
す
の
は

3
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日3

月
12
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日

時◎行政相談
▽日時3月5日（火）

午後1時30分ー4時30分
▽場所肱川町公民館

▽相談員福田保委員
※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

> ！ 相

至砧火
日 / 日
水 火ヽ 日

拷宮 後 福
担

本田 藤 田 当

相

喜義 至砧火

子 盛 忠 保 員

▽

場

所
間

◎
心
配
ご
と
案
内

▽
時

午
後
1
時
30
分

?
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

平
成
二
年
度
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で

き
な
か
っ

た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
正

し
い
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
署
は
三
月

一
日
（金）

に
肱
川
町
役
場
で
所
得
税
と
贈
与
税

の
申
告
と
納
税
の
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

” 下敷
水

嘉

城

畦
田

ョ
シ
ヱ
さ
ん

(92
歳）

哲
夫
さ
ん

(65
歳）

キ
ョ
さ
ん

(87
歳）

椎
野

和
氣

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊
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